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重要な注意事項
この説明書をよくお読みになり、大切に保管してください。製品を安
全に使用するために、この設置説明書に従って正しく設置してくだ
さい。工事担当者は設置時に機器が正常に作動するか確認してく
ださい。

　けがの危険！
設置時に使用する部品には鋭利なものもありますので、保護手袋
を着用してください。
機器の接続は免許を保有する熟練の技術者が行ってください。
作業を行う前に電気とガスを切ってください。
適用される現行の建築規制や地域電気・ガス供給事業者の規制に
準拠して設置を行ってください。ガスの種類を変更する場合は、ア
フターサービスまでご連絡ください。

　ガス漏れの危険！
ガス管接続後は必ずガス漏れのチェックをしてください。ガス管接
続の不備によるガス漏れについて、メーカーは一切責任を負いま
せん。
製品設置する部屋は十分な換気を行ってください。
必ず、必要排気量を守ってください。

注意！
● 製品は送気管に接続されていません。必ず設置条件に従って接
続し、使用を開始してください。製品を排ガス口に接続しないでく
ださい。換気規制を順守してください。
● 3 mm 以上の接点間隔を有する全極遮断電源スイッチが設置さ
れていなければなりません。または製品がセーフティプラグを通じ
て主電源に接続されていなければなりません。プラグは設置完了
後も手の届く場所に配置してください。
● 定格銘板に表示される電圧、ガスの種類・圧力などの仕様は、使
用場所の電源接続条件に従ってください。
● 電源コードを曲げたり挟んだりしないでください。
● 製品はクラス3に該当します（キッチンユニットに設置する場合）
● 設置図面に従って設置してください。製品の背面は、不燃性の壁
にしてください。
● 製品は、外部タイマーや外部リモコンによる作動を想定していま
せん。そのため製品をボートや乗り物に設置しないでください。

付属品
VA 420 000　他のバリオ400シリーズと連結して埋め込み設置す         
るための接続部品
VA 420 001　他のバリオ400シリーズと連結してトップカバー・拡
張部品を埋め込み設置するための接続部品
VA 420 010　他のバリオ400シリーズと連結して表面に設置する
ための接続部品
VA 420 011　他のバリオ400シリーズと連結してトップカバー・拡
張部品を表面に設置するための接続部品
VA 440 010　ステンレス製トップカバー
VA 450 401　製品拡張部、38cm

ユニットの準備（図1a）
キッチンユニットは、最低90°C（約190°F）の耐熱性が必要です。開
口部を作った後、ユニットがぐらつかないよう安定させてください。
設置図面に従って、設置台数に応じて天板を開口してください。切
断面と天板が直角になるよう開口してください。
製品の押さえバネがおさまるように、側面部の切断面は平らにして
ください。積層ワークトップでは、必要に応じて開口部の側面に接
続部品をはめこんでください。
開口部を切り取った後、切りくずを取り除いてください。耐熱・防水
のため、切断面を密封してください。

製品底部からキッチンユニットまでの間は10mm以上あけてくだ
さい。
特に薄い天板などの場合は、負荷容量や安定性を考慮した適切な
土台構造にしてください。付属品なども含めた製品の重量を考慮し
てください。補強材は耐熱・耐水性のものを使用してください。
注：製品を開口部に設置してから、水平であることを確認してくだ
さい。

埋め込み設置（図1b）
製品を天板上部と同じ高さになるように天板に埋め込むこともで
きます。

以下の耐熱・耐水性の天板に設置できます。

■ 御影石の天板
■ プラスチック製天板（Corian®など）
■ 無垢材天板：天板メーカーの合意がある場合のみ（切断面を
シールする）
■ 他の材質の場合、使用について天板メーカーにお問合せくだ
さい。

製品を圧縮木材の天板に設置することはできません。
注：天板の開口は、設置図面に従って専門店で行ってください。切
断面は表面から見えるため、開口は丁寧かつ正確に行ってくださ
い。切断面は、適した洗浄剤できれいに洗浄してください。（シリコ
ンメーカーの指示に従ってください）。

バリオシリーズの連結（図1c）
バリオシリーズの連結には、VA 420 000/001/010/011の接続部品
が必要です。この付属品はオプションで別途注文できます。開口の
際、各製品の間に接続部品のためのスペースを別に設けてくださ
い。（設置説明書VA 420 000/001/010/011参照）。
別々に天板を開口して設置する場合は、開口部と開口部の間を
50mm以上取ってください。
トップカバーをつける場合とつけない場合の寸法の差異は、VA 
450 110/401/600/800/900の拡張部品（製品の幅に合わせて）
で調節してください。

トップカバーをつける場合（図1d）
トップカバーVA 440 010は、オプションで別途注文できます。開口
の際、トップカバーに必要なスペースを取ってください。

調節つまみ用の穴
設置可能な場所：

■ フロアキャビネットの前面
■ 製品の横の天板
■ 製品の手前の天板

注：調節つまみについては設置説明書の指示に従ってください。

調節つまみの設置（図2）
注：調節つまみについては設置説明書の指示に従ってください。
1. 調節つまみの間隔により、つまみ用穴を開ける際に設置プレ
ートを切り取る必要があります。設置プレートを調節パネル後面・
天板下部に留めるか、付属のネジで固定してください。

2. 調節つまみを個別につける場合、または穴を開ける際に設置
プレートを切り取った場合、2個のネジで設置プレートが回らない
ように固定してください。
石材の天板の場合は、耐熱性のある二液混合型接着剤（石材・金属
用）で設置プレートを接着してください。

3. 点灯リング裏の保護フィルムをはがしてください。

4. 調節つまみを穴に押し込み、付属の工具を用いて後ろからネ
ジで止めてください。

！

！
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5. 付属の短ケーブルを用いてすべての調節つまみを接続してく
ださい。必ずオスコネクタをメスコネクタに差し込んでください。
注：調節つまみのメスケーブルコネクタ2個は同じものです。

6. 長ケーブルを調節つまみに取り付け、製品に接続してください
。必ずオスコネクタをメスコネクタに差し込んでください。
注：製品はどの調節つまみに接続しても構いません。

7. 設置後、プラグインの接続がすべて正しく行われているか確認
してください。

8. すべてのケーブルを取り付けた後、タブを下げて設置プレート
にケーブルを固定してください。 

製品の設置（図3a）
1. 調節つまみの接続ケーブルの端を製品下部のメスコネクタに
挿入してください。必ずオスコネクタを差し込んでください。

2. 製品を開口部に水平に入れ、強く押し込んでください。
注：製品は必ず動かないように（洗浄時など）固定させてください。
開口寸法が標準寸法を超える場合、必要に応じて開口部の端に当
て木をして固定してください。

3. 製品を電源・ガスに接続し、正常に機能するか確認してくださ
い。製品の電源が切れる場合、ガス供給管の中に空気が入ってい
る可能性があります。バーナーが点火するまで、調節つまみの電源
のオン、オフを繰り返してください。

埋め込み設置の場合（図3b）
注：接着前に、すべてが正常に機能しているか確認してください。
適切な耐熱性シリコン接着剤（OTTOSEAL® S 70など）を周囲のす
きまに注入してください。メーカー推奨のスムーサーで接続部の
表面を平らにしてください。シリコン接着剤の説明書に従ってくだ
さい。シリコン接着剤が完全に乾くまで、機器を使用しないでくだ
さい（最低24時間。室温により異なる）。

注意！
● 天然石の天板に適さないシリコン接着剤を使用すると、変色す
る可能性があります。

ガス接続（図4）
ガス接続は、遮断弁が使用できる状態で行ってください。
製品には接続エルボがついています。
接続はガス事業者の指定する工事店に依頼してください。

電源接続
機器の電圧・周波数が、電気設備に適合したものであるか確認し
てください。
コンロはモデルに応じて、主電源ケーブル、プラグがついています 
。
製品は規定に適合したソケットに接続し、アースを取ってください 
。
製品はタイプYに該当します。主電源接続ケーブルの交換は、アフ
ターサービスに限り対応可能です。ケーブルのタイプと最小断面
積を確認してください。

仕様
総接続負荷 VG 415 211（天然ガス）
6 kW（NLガス 20mbar)
電源：25.0 W
各バーナーの最大安全設定時間：10秒

メインノズルの交換（図6）
1. ゴトクおよびバーナーの部品をすべて取りはずしてください。

2. バーナーについているクックトップ固定ネジをゆるめ、クックト
ップをゆっくりと持ち上げてはずします。

3. バーナー管から留め具をはずし、バーナー管を引き上げます。
空気制御スリーブのネジをはずしてください。ノズル固定ヘッドをは
ずしてください。

4. 内側のバーナーリングのノズルとOリングを手で引き出します。
外側のバーナーリングのノズルをはずしてください（WAF 10）。

5. Oリングが内側のバーナーリングの新しいメインノズルに正しく
おさまっているか確認してください。ノズルをバーナー管にはめてく
ださい。外側のバーナーリングの新しいメインノズルを、ノズル固定
ヘッドの方へ動かなくなるまでねじ込みます。

6. ノズル固定ヘッドとバーナー管をはめ、固定ネジをつけてくだ
さい。

7. ネジをゆるめ、空気制御スリーブを調整して正しく設定してくだ
さい（ノズル表を参照）。ネジをしめます。

8. クックトップを元の位置に戻し、ネジを均一にしめてください。
バーナーの部品、ゴトクを元の位置に戻し、正しい位置にセットされ
ているか確認してください。

ガスの種類の設定（図7）
いずれかの調節つまみで、ガスの種類を設定してください。
1. 調節つまみを0に合わせます。製品の電源プラグをはずして、30
秒以上待ちます。
2. 電源プラグを差し込みます。調節つまみ外側の点灯リングが数
秒間、緑色に光り、黄色に変わります。ライトが消えるまで待ちます。
3. 調節つまみを反時計回りに回し、12に合わせます。
4. 調節つまみを時計回りに回し、1に合わせます。
5. 調節つまみを反時計回りに回し、0に合わせます。点灯リングが
黄色に光るまで待ちます。
6. 調節つまみをガスの種類に合わせてください。設定されている
位置が緑色に光ります。

　調節つまみ位置 ガスの種類
　　　2 天然ガス 13A  20 mbar

7. 調節つまみを所定の位置に設定後、5秒以上待ちます。調節つま
み外側の点灯リングが緑色に光ります。

8. 設定を保存するには、以下の手順でメニューを終了してくださ
い：調節つまみを0に合わせます。反時計回りに回し、12に合わせま
す。時計回りに回し、1に合わせます。反時計回りに回し、0に合わせま
す。点灯リングが消えるまで待ちます。

設定が保存されます。調節つまみ外側の点灯リングが数秒間黄色に
光ります。点灯リングが消えるまで待ちます。

変更後の作動確認
炎の先が黄色くなっておらず、設定を「高」から「低」にすばやく切り
替えても炎が消えなければ、正しく調節されています。 
注：ガスの種類変更を示すために、ノズル一式に付属の表示シール
を製品の定格銘板に貼ってください。

製品の取り外し
製品の電気・ガスの接続を切ってください。埋め込みタイプの場合、
シリコンの接続部を取りはずしてください。製品を下から押し上げて
ください。
注意！
損傷の恐れがありますので、製品を上から引き上げないでください。
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	VG 415 111/111F/211
	Wichtige Hinweise
	: Verletzungsgefahr!
	Schweizerische Vorschriften : Bei der Aufstellung und Installation sind folgende Vorschriften zu beachten
	: Gasaustrittsgefahr!
	Für einen ausreichenden Luftaustausch des Aufstellungsraumes sorgen. Bis 11 kW Gesamtleistung:
	Bis 18 kW Gesamtleistung:
	Achtung!

	Installationszubehör
	Möbel vorbereiten (Bild 1a)
	Hinweis
	Flächenbündiger Einbau (Bild 1b)
	Hinweis
	Kombination mehrerer Vario Geräte (Bild 1c)
	Kombination mit Geräteabdeckung (Bild 1d)
	Bohrung für Bedienknebel
	Hinweis

	Bedienknebel montieren (Bild 2)
	Hinweis
	1. Je nach Abstand zwischen den Bedienknebeln bei Bedarf das Halteblech an der Perforation abbrechen. Halteblech an die Rückseite der Blende bzw. Unterseite der Arbeitsplatte halten oder mit beiliegenden Schrauben befestigen.
	2. Bei Einbau eines einzelnen Bedienknebels oder wenn das Halteblech an der Perforation abgebrochen wurde jedes einzelne Halteblech mit 2 Schrauben gegen Verdrehen sichern.
	3. Die Schutzfolie an der Rückseite des Leuchtrings abziehen.
	4. Bedienknebel in die Bohrung stecken und an der Rückseite die Mutter mit der beiliegenden Montagehilfe festschrauben.
	5. Alle Bedienknebel mit den beiliegenden kürzeren Kabeln verbinden. Die Stecker müssen in die Buchsen einrasten.
	Hinweis
	6. Das längere Kabel zur Verbindung mit dem Gerät an einen der Bedienknebel einstecken. Der Stecker muss in die Buchse einrasten.

	Hinweis
	7. Alle Steckerverbindungen nach der Montage auf korrekten Sitz prüfen.
	8. Alle Kabel nach der Montage durch Umbiegen der Lasche am Halteblech fixieren.



	Gerät einbauen (Bild 3a)
	1. Verbindungskabel zum Bedienknebel in die Buchse an der Unterseite des Geräts einstecken. Der Stecker muss einrasten.
	2. Gerät gleichmäßig in den Ausschnitt einsetzen. Von oben fest in den Ausschnitt drücken.
	Hinweis
	3. Gerät ans Netz und Gas anschließen und Funktion prüfen. Falls das Gerät abschaltet kann sich Luft in der Gasleitung befinden. Bedienknebel auf 0 drehen und erneut zünden. Vorgang wiederholen, bis das Gerät zündet.


	Nur bei flächenbündigem Einbau (Bild 3b)
	Hinweis
	Achtung!

	Gasanschluss (Bild 4)
	Elektrischer Anschluss
	Technische Daten
	Umstellung auf eine andere Gasart (Bild 5)
	Austausch der Hauptdüsen (Bild 6)
	1. Topfträger und alle Brennerteile abnehmen.
	2. Befestigungsschrauben der Mulde am Brenner lösen und Mulde vorsichtig nach oben abnehmen.
	3. Sicherungsclips an den Brennerleitungen abnehmen. Brennerleitungen abziehen. Schraube an Luftregulierhülse lösen. Düsenstock abnehmen.
	4. Düse und O-Ring für Innenkreisbrenner von Hand abziehen. Düse für Außenkreisbrenner herausschrauben (SW10).
	5. Korrekten Sitz des O-Rings in der neuen Hauptdüse für Innenkreisbrenner prüfen. Düse auf Brennerleitung aufschieben. Neue Hauptdüse für Außenkreisbrenner bis zum Anschlag in den Düsenstock schrauben.
	6. Düsenstock und Brennerleitungen aufstecken. Sicherungsclips aufstecken.
	7. Luftregulierhülse nach Lockern der Schraube auf das korrekte Maß einstellen (siehe Düsentabelle). Schraube wieder festdrehen.
	8. Mulde auflegen und gleichmäßig festschrauben. Brennerteile und Topfträger auflegen, auf korrekte Positionierung achten.

	Einstellung de r Gasart (Bild 7)
	1. Bedienknebel auf 0 drehen. Gerät vom Stromnetz trennen. Mindestens 30 Sekunden warten.
	2. Gerät erneut anschließen. Leuchtring des Bedienknebels leuchtet für einige Sekunden grün und dann gelb. Abwarten, bis der Leuchtring ausgeht.
	3. Bedienknebel links herum auf Position 12 drehen.
	4. Bedienknebel rechts herum auf Position 1 drehen.
	5. Bedienknebel links herum auf Position 0 drehen. Abwarten, bis der Leuchtring gelb leuchtet.
	6. Gasart am Bedienknebel einstellen, die momentan eingestellte Position leuchtet grün:

	2
	G20-20mbar / G25-25mbar
	3
	G30-29mbar / G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. Bedienknebel auf der gewünschten Einstellung mindestens 5 Sekunden belassen. Der Leuchtring des Bedienknebels leuchtet grün.
	8. Zum Speichern der Einstellung unbedingt wie folgt das Menü verlassen: Den Bedienknebel auf 0 drehen. Dann den Bedienknebel links herum auf Position 12 drehen. Bedienknebel rechts herum auf Position 1 drehen. Bedienknebel links herum auf Position ...
	Hinweis


	Gerät ausbauen
	Achtung!
	Important notes
	: Risk of injury!
	: Risk of gas escape!
	Ensure sufficient air exchange in the room where the appliance is installed. Up to 11 kW total output:
	Up to 18 kW total output:
	Caution!


	Installation accessories
	Preparing the units (Fig.1a)
	Note
	Installation flush with surrounding surfaces (Fig. 1b)
	Note
	Combining multiple Vario appliances (Fig.1c)
	Combination with appliance cover (Fig.1d)
	Hole for the control knob
	Note

	Fitting the control knobs (Fig.2)
	Note
	1. Depending on the distance between the control knobs, it may be necessary to break off the retaining plate at the perforation. Hold the retaining plate in place against the rear of the control panel/ underside of the worktop or secure it in place w...
	2. When fitting an individual control knob or if the retaining plate has been broken off at the perforation, use two screws to hold each retaining plate in place and prevent it from rotating.
	3. Remove the protective film on the back of the illuminated ring.
	4. Push the control knob into the hole, and use the installation tool provided to tighten the nut at the rear.
	5. Use the short cables provided to connect all the control knobs. The male connectors must snap into place in the female connectors.
	Note
	6. Attach the long cable to one of the control knobs to connect it to the appliance. The male connector must snap into place in the female connector.

	Note
	7. After fitting, check that all plug-in connections are seated correctly.
	8. After fitting all the cables, secure them to the retaining plate by turning the tab down.



	Installing the appliance (Fig.3a)
	1. Insert the end of the connection cable for the control knob into the female connector on the underside of the appliance.The male connector must snap into place.
	2. Insert the appliance evenly into the cut-out. Push it down firmly into the cut-out.
	Note
	3. Connect the appliance to the power and gas supply and test for correct functioning. There might be an air pocket in the gas supply line if the appliance switches off. Turn control knobs off and switch on again. Repeat until burner ignites.


	Only for installation flush with surrounding surfaces (Fig.3b)
	Note
	Caution!

	Gas connection (Fig.4)
	Electrical connection
	Technical data
	Conversion to another type of gas (Fig.5)
	Replacing the main nozzles (Fig.6)
	1. Remove the pan supports and all burner parts.
	2. Undo the cooktop fastening screws on the burner and carefully lift the cooktop off.
	3. Remove the securing clips from the burner pipes. Pull out the burner pipes. Unscrew the screw in the air regulating sleeve. Remove the nozzle retaining head.
	4. Pull off the nozzle and O-ring for the inner burner ring by hand. Unscrew the nozzle for the outer burner ring (WAF 10).
	5. Check that the O-ring is seated correctly in the new main nozzle for the burner inner ring. Fit the nozzle to the burner pipe. Screw the new main nozzle for the outer burner ring as far as it will go into the nozzle retaining head.
	6. Fit the nozzle retaining head and burner pipes. Fit the securing clips.
	7. Loosen the screw and adjust the air regulating sleeve to the correct setting (see nozzle table). Retighten the screw.
	8. Put the cooktop in place and tighten the screws evenly. Put the burner parts and pan supports in place and make sure they are positioned correctly.

	Setting the gas type (Fig.7)
	1. Turn the control knob to 0. Disconnect the appliance from the power supply. Wait at least 30 seconds.
	2. Reconnect the appliance.The illuminated ring around the control knob will be lit green for a few seconds and then yellow. Wait until the illuminated ring goes out.
	3. Turn the control knob anti-clockwise to position 12.
	4. Turn the control knob clockwise to position 1.
	5. Turn the control knob anti-clockwise to position 0. Wait until the illuminated ring is lit yellow.
	6. Turn the control knob to set the gas type; the position currently set will be lit green:

	2
	G20-20mbar / G25-25mbar
	3
	G30-29mbar / G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. Leave the control knob at the required setting for at least 5 seconds. The illuminated ring around the control knob will be lit green.
	8. To save the setting, always exit the menu as follows: Turn the control knob to 0. Then turn the control knob anti-clockwise to position 12. Turn the control knob clockwise to position 1. Turn the control knob anti-clockwise to position 0. Wait unt...
	Note


	Removing the appliance
	Caution!
	Důležitá upozornění
	: Nebezpečí poranění!
	: Nebezpečí úniku plynu!
	Zajistěte dostatečnou výměnu vzduchu v místě instalace. Do celkového výkonu 11 kW:
	Do celkového výkonu 18 kW:
	Pozor!


	Příslušenství k instalaci
	Příprava nábytku (obrázek1a)
	Upozornění
	Vestavba do roviny (obrázek 1b)
	Upozornění
	Kombinace několika spotřebičů Vario (obrázek1c)
	Kombinace s krytem spotřebiče (obrázek1d)
	Otvor pro ovládací knoflík
	Upozornění

	Montáž ovládacích knoflíků (obrázek2)
	Upozornění
	1. V závislosti na vzdálenosti mezi ovládacími knoflíky přídržný plech v případě potřeby ohněte v místě perforace. Přídržný plech podržte na zadní straně panelu, resp. spodní straně pracovní desky, nebo ho upevněte přilož...
	2. Při montáži jednotlivého ovládacího knoflíku, nebo pokud jste přídržný plech ohnuli v místě perforace, zajistěte každý jednotlivý přídržný plech 2 šrouby proti přetočení.
	3. Stáhněte ochrannou fólii na zadní straně světelného kroužku.
	4. Ovládací knoflík nasaďte do otvoru a na zadní straně přišroubujte matice pomocí přiložené montážní pomůcky.
	5. Všechny ovládací knoflíky spojte pomocí přiložených kratších kabelů. Zástrčky musí zaskočit do zdířek.
	Upozornění
	6. Delší kabel pro spojení se spotřebičem zapojte do jednoho z ovládacích knoflíků. Zástrčka musí zaskočit do zdířky.

	Upozornění
	7. Po montáži zkontrolujte všechny zástrčky, zda jsou správně zapojené.
	8. Všechny kabely po montáži připevněte k přídržnému plechu zahnutím spony.



	Montáž spotřebiče (obrázek3a)
	1. Připojovací kabel k ovládacímu knoflíku zapojte do zdířky na spodní straně spotřebiče.Zástrčka musí zaskočit.
	2. Zasaďte spotřebič rovnoměrně do výřezu. Zatlačte ho seshora pevně do výřezu.
	Upozornění
	3. Přístroj připojte k elektrické síti a plynovému vedení a zkontrolujte jeho funkci. Pokud se přístroj vypne, může být v plynovém vedení vzduch. Otočte ovládací knoflík do polohy 0 a znovu zapalte. Postup opakujte, dokud přístroj...


	Jen u vestavby v rovině (obrázek3b)
	Upozornění
	Pozor!

	Plynová přípojka (obrázek4)
	Elektrické připojení
	Technické údaje
	Změna na jiný druh plynu (obrázek5)
	Výměna hlavních trysek (obrázek6)
	1. Sejměte mříž na varnou desku a všechny části hořáků.
	2. Povolte upevňovací šrouby varné desky u hořáku a varnou desku opatrně sejměte směrem nahoru.
	3. Sejměte bezpečnostní spony na vedení hořáků. Vytáhněte vedení hořáků. Povolte šroub u objímky pro regulaci vzduchu. Sejměte držák trysky.
	4. Ručně vytáhněte trysku a O-kroužek pro hořák vnitřního okruhu. Vyšroubujte trysku pro hořák vnějšího okruhu (vel. 10).
	5. Zkontrolujte správné usazení O-kroužku v nové hlavní trysce pro hořák vnitřního okruhu. Nasaďte trysku na vedení hořáku. Našroubujte novou hlavní trysku pro hořák vnějšího okruhu až nadoraz do držáku trysky.
	6. Nasaďte držák trysky a vedení hořáku. Nasaďte bezpečnostní spony.
	7. Objímku pro regulaci vzduchu po povolení šroubu nastavte na správný rozměr (viz tabulku s tryskami). Znovu utáhněte šroub.
	8. Nasaďte varnou desku a rovnoměrně ji přišroubujte. Nasaďte části hořáků a mříž na varnou desku, dbejte na správné umístění.

	Nastavení druhu plynu (obrázek7)
	1. Ovládací knoflík nastavte na 0. Odpojte spotřebič od elektrické sítě. Počkejte minimálně 30 sekund.
	2. Znovu připojte spotřebič. Světelný kroužek ovládacího knoflíku se na několik sekund rozsvítí zeleně a poté žlutě. Počkejte, dokud světelný kroužek nezhasne.
	3. Otočte ovládací knoflík doleva do polohy 12.
	4. Otočte ovládací knoflík doprava do polohy 1.
	5. Otočte ovládací knoflík doleva do polohy 0. Počkejte, dokud se světelný kroužek nerozsvítí žlutě.
	6. Na ovládacím knoflíku nastavte druh plynu, momentálně nastavená poloha svítí zeleně:

	2
	G20-20mbar / G25-25mbar
	3
	G30-29mbar / G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. Ovládací knoflík nechte na požadovaném nastavení minimálně 5 sekund. Světelný kroužek ovládacího knoflíku svítí zeleně.
	8. Pro uložení nastavení bezpodmínečně opusťte nabídku následujícím způsobem: Nastavte ovládací knoflík na 0. Poté otočte ovládací knoflík doleva do polohy 12. Otočte ovládací knoflík doprava do polohy 1. Otočte ovládací kn...
	Upozornění


	Demontáž přístroje
	Pozor!
	Vigtigt
	: Fare for tilskadekomst!
	: Fare for udstrømmende gas!
	Sørg for en tilstrækkelig luftudskiftning i opstillingsrummet. Op til 11 kW totaleffekt:
	Op til 18 kW totaleffekt:
	Pas på!


	Installationstilbehør
	Forberedelse af køkkenelement (fig.1a)
	Bemærk
	Flugtende montering (fig. 1b)
	Bemærk
	Kombination af flere Vario-apparater (fig. 1c)
	Kombination med afdækning (fig.1d)
	Hul til betjeningsgreb
	Bemærk

	Montering af betjeningsgreb (fig.2)
	Bemærk
	1. Afhængigt af afstanden mellem betjeningsgrebene skal holdepladen eventuelt knækkes af langs perforeringen. Hold holdepladen ind mod bagsiden af panelet hhv. op mod undersiden af bordpladen, og skru den fast med de vedlagte skruer.
	2. Ved indbygning af et enkelt betjeningsgreb, eller hvis holdepladen er blevet knækket af langs med perforeringen, skal hver enkelt holdeplade sikres med 2 skruer, så de ikke kan drejes.
	3. Træk beskyttelsesfolien på bagsiden af lysringen af.
	4. Stik betjeningsgrebet ind gennem hullet, og skru møtrikken fast på bagsiden ved hjælp af det vedlagte montageværktøj.
	5. Forbind alle betjeningsgrebene med de vedlagte korte kabler. Stikkene skal gå i indgreb i stikdåserne.
	Bemærk
	6. Stik det lange kabel til forbindelse med apparatet ind i et af betjeningsgrebene. Stikket skal gå i indgreb i stikdåsen.

	Bemærk
	7. Kontroller, at alle stikforbindelser sidder korrekt efter installationen.
	8. Efter installationen skal alle ledninger fikseres ved at bøje lasken på holdepladen ned.



	Indbygning af apparat (fig.3a)
	1. Stik forbindelseskablet til betjeningsgrebet ind i stikdåsen på undersiden af apparatet.Stikket skal gå i indgreb.
	2. Placer apparatet centralt i udskæringen. Tryk det fast ned på plads i udskæringen oppefra.
	Bemærk
	3. Tilslut apparatet til elnettet og gasnettet og kontroller, om det fungerer. Hvis apparatet slår fra, kan der være luft i gasledningen. Drej betjeningsknappen til 0 og tænd igen. Gentag proceduren, indtil apparatet tændes.


	Kun ved plan montering (fig.3b)
	Bemærk
	Pas på!

	Gastilslutning (fig.4)
	Elektrisk tilslutning
	Tekniske data
	Omstilling til en anden gastype (fig.5)
	Udskiftning af hoveddyser (fig.6)
	1. Tag grydeholdere og alle blusdele af.
	2. Skru kogetoppens befæstigelsesmøtrikker ved blusset ud, og løft forsigtigt kogetoppen af.
	3. Tag låseklipsene af blusledningerne. Træk blusledningerne af. Skru skruen på luftreguleringsmuffen ud. Tag dysestammen af.
	4. Træk dyse og O-ring af inderkredsblusset manuelt. Skru dysen ud af yderkredsblusset (SW10).
	5. Kontroller, at O-ringen er placeret korrekt i den nye hoveddyse i inderkredsblusset. Sæt dysen på blusledningen. Skru den nye hoveddyse til yderkredsblusset ind i dysestammen, til den når anslaget.
	6. Sæt dysestammen og blusledningerne på. Sæt låseklipsene på igen.
	7. Indstil luftreguleringsmuffen til det korrekte mål, efter at skruen er løsnet (se dysetabel). Skru skruen fast igen.
	8. Læg kogetoppen på, og spænd alle skruer ensartet til. Læg blusdele og grydeholdere på igen, og kontroller, at de bliver placeret korrekt.

	Indstilling af gastype (fig.7)
	1. Drej betjeningsgrebet til position 0. Afbryd strømforsyningen til apparatet. Vent i mindst 30 sekunder.
	2. Tilslut strømmen til apparatet igen. Lysringen i betjeningsgrebet lyser grønt i nogle sekunder og derefter gult. Vent, til lyset i lysringen slukkes.
	3. Drej betjeningsgrebet mod venstre til position 12.
	4. Drej betjeningsgrebet mod højre til position 1.
	5. Drej betjeningsgrebet mod venstre til position 0. Vent, til lysringen lyser gult.
	6. Indstil gastypen med betjeningsgrebet, den aktuelt indstillede position lyser grønt:

	2
	G20-20 mbar / G25-25 mbar
	3
	G30-29 mbar / G31-37 mbar
	4
	G30-50 mbar
	6
	G25-20 mbar
	7. Lad betjeningsgrebet forblive på den ønskede indstilling i mindst 5 sekunder. Lysringen i betjeningsgrebet lyser grønt.
	8. For at gemme indstillingen skal menuen ubetinget forlades på følgende måde: Drej betjeningsgrebet til position 0. Drej derefter betjeningsgrebet mod venstre til position 12. Drej betjeningsgrebet mod højre til position 1. Drej betjeningsgrebet...
	Bemærk


	Demontering af apparatet
	Pas på!
	Σημαντικές υποδείξεις
	: Κίνδυνος τραυματισμού!
	: Κίνδυνος διαρροής αερίου!
	Φροντίζετε για μια επαρκή αντικατάσταση του αέρα του χώρου τοποθέτησης. Έως 11 kW συνολικής ισχύος:
	Έως 18 kW συνολικής ισχύος:
	Προσοχή!



	Εξαρτήματα εγκατάστασης
	Προετοιμασία του ντουλαπιού (Εικ.1a)
	Υπόδειξη
	Ισόπεδη με την επιφάνεια τοποθέτηση (Εικ.1b)
	Υπόδειξη

	Συνδυασμός περισσοτέρων συσκευών Vario (Εικ. 1c)
	Συνδυασμός με κάλυμμα συσκευής (Εικ.1d)
	Οπή για το κουμπί χειρισμού
	Υπόδειξη


	Συναρμολόγηση των κουμπιών χειρισμού (Εικ.2)
	Υπόδειξη
	1. Ανάλογα την απόσταση μεταξύ των κουμπιών χειρισμού κόψτε, όταν χρειάζεται, το έλασμα στήριξης στη διάτρηση. Κρατήστε το έλασμα στήριξη...
	2. Κατά την τοποθέτηση ενός μόνο κουμπιού χειρισμού ή όταν το έλασμα στήριξης κόπηκε στη θέση διάτρησης ασφαλίστε κάθε ξεχωριστό έλασμα ...
	3. Αφαιρέστε την προστατευτική μεμβράνη στην πίσω πλευρά του φωτεινού δακτύλιου.
	4. Τοποθετήστε το κουμπί χειρισμού στην οπή και βιδώστε στην πίσω πλευρά το παξιμάδι με το συμπαραδιδόμενο βοήθημα συναρμολόγησης σταθερά
	5. Συνδέστε όλα τα κουμπιά χειρισμού με τα συμπαραδιδόμενα κοντά καλώδια. Τα φις πρέπει να ασφαλίσουν στις υποδοχές.
	Υπόδειξη
	6. Βυσματώστε το μακρύτερο καλώδιο για τη σύνδεση με τη συσκευή σε ένα από τα κουμπιά χειρισμού. Το φις πρέπει να ασφαλίσει στην υποδοχή.

	Υπόδειξη
	7. Ελέγξτε τη σωστή προσαρμογή όλων των βυσματούμενων συνδέσεων μετά τη συναρμολόγηση.
	8. Στερεώστε όλα τα καλώδια μετά τη συναρμολόγηση, λυγίζοντας τη γλώσσα στο έλασμα στήριξης.



	Τοποθέτηση της συσκευής (Εικ.3a)
	1. Βυσματώστε το καλώδιο σύνδεσης με το κουμπί χειρισμού στην υποδοχή στην κάτω μεριά της συσκευής.Το φις πρέπει να ασφαλίσει.
	2. Τοποθετήστε τη συσκευή ομοιόμορφα στο άνοιγμα. Πιέστε την από επάνω δυνατά μέσα στο άνοιγμα.
	Υπόδειξη
	3. Συνδέστε τη συσκευή στο ηλεκτρικό δίκτυο και στο αέριο και ελέγξτε τη λειτουργία της. Σε περίπτωση που η συσκευή απενεργοποιείται μπορ...


	Μόνο σε περίπτωση ισόπεδης με την επιφάνεια τοποθέτησης (Εικ.3b)
	Υπόδειξη
	Προσοχή!


	Σύνδεση αερίου (Εικ.4)
	Ηλεκτρική σύνδεση
	Τεχνικά στοιχεία
	Αλλαγή σε ένα άλλο είδος αερίου (Εικ.5)
	Αντικατάσταση των κύριων μπεκ (Εικ.6)
	1. Αφαιρέστε τους φορείς των μαγειρικών σκευών και όλα τα εξαρτήματα των καυστήρων.
	2. Λύστε τις βίδες στερέωσης της βάσης εστιών στον καυστήρα και αφαιρέστε τη βάση εστιών προσεκτικά προς τα επάνω.
	3. Αφαιρέστε τα κλιπ ασφαλείας στους σωλήνες των καυστήρων. Αφαιρέστε τους σωλήνες των καυστήρων. Λύστε τη βίδα στο χιτώνιο ρύθμισης του ...
	4. Αφαιρέστε το μπεκ και το δακτύλιο O του καυστήρα εσωτερικού κύκλου με το χέρι. Ξεβιδώστε το μπεκ για τον καυστήρα εξωτερικού κύκλου (SW10).
	5. Ελέγξτε τη σωστή θέση του δακτύλιου O στο καινούργιο κύριο μπεκ του καυστήρα εσωτερικού κύκλου. Περάστε το μπεκ πάνω στο σωλήνα του καυ...
	6. Τοποθετήστε το στέλεχος του μπεκ και τους σωλήνες των καυστήρων. Τοποθετήστε τα κλιπ ασφαλείας.
	7. Ρυθμίστε το χιτώνιο ρύθμισης του αέρα μετά το λύσιμο της βίδας στη σωστή θέση (βλέπε πίνακα των μπεκ). Βιδώστε ξανά τη βίδα.
	8. Τοποθετήστε τη βάση εστιών και βιδώστε την ομοιόμορφα. Τοποθετήστε τα εξαρτήματα των καυστήρων και τους φορείς των μαγειρικών σκευών, ...

	Ρύθμιση του είδους αερίου (Εικ.7)
	1. Γυρίστε το κουμπί χειρισμού στο 0. Αποσυνδέστε τη συσκευή από το δίκτυο του ρεύματος. Περιμένετε το λιγότερο 30 δευτερόλεπτα.
	2. Συνδέστε τη συσκευή εκ νέου. Ο φωτεινός δακτύλιος του κουμπιού χειρισμού ανάβει για μερικά δευτερόλεπτα πράσινος και μετά κίτρινος. Πε...
	3. Γυρίστε το κουμπί χειρισμού αριστερά στη θέση 12.
	4. Γυρίστε το κουμπί χειρισμού δεξιά στη θέση 1.
	5. Γυρίστε το κουμπί χειρισμού αριστερά στη θέση 0. Περιμένετε, μέχρι να ανάψει ο φωτεινός δακτύλιος κίτρινος.
	6. Ρυθμίστε το είδος αερίου στο κουμπί χειρισμού, η τρέχουσα ρυθμισμένη θέση ανάβει πράσινη:

	2
	G20-20 mbar / G25-25 mbar
	3
	G30-29 mbar / G31-37 mbar
	4
	G30-50 mbar
	6
	G25-20 mbar
	7. Αφήστε το κουμπί χειρισμού στην επιθυμητή ρύθμιση το λιγότερο 5 δευτερόλεπτα. Ο φωτεινός δακτύλιος του κουμπιού χειρισμού ανάβει πράσ...
	8. Για την αποθήκευση της ρύθμισης εγκαταλείψτε οπωσδήποτε το μενού ως εξής: Γυρίστε το κουμπί χειρισμού στο 0. Μετά γυρίστε το κουμπί χει...
	Υπόδειξη


	Αφαίρεση της συσκευής
	Προσοχή!
	Consejos y advertencias
	: ¡Peligro de lesiones!
	: ¡Peligro de salida de gas!
	Asegúrese de que en el lugar de instalación exista una circulación de aire suficiente. Hasta una potencia total de 11 kW:
	Hasta una potencia total de 18 kW:
	¡Atención!


	Accesorio de instalación
	Preparación de los muebles (Fig.1a)
	Nota
	Instalación enrasada (Fig. 1b)
	Nota
	Combinación de varios electrodomésticos Vario (Fig.1c)
	Combinación con tapa del electrodoméstico (Fig.1d)
	Hueco para el mando de control
	Nota

	Montar los mandos de control (Fig.2)
	Nota
	1. Dependiendo de la distancia entre los mandos de control, en caso de ser necesario, rasgar la chapa de sujeción por la perforación. Sujetar la chapa de sujeción en la parte posterior del cuadro de mandos o en la parte inferior de la encimera o f...
	2. Al montar un único mando de control o cuando la chapa de sujeción se ha rasgado por la perforación, asegurar cada una de las chapas de sujeción con 2 tornillos para evitar que se muevan.
	3. Retirar la lámina protectora de la parte trasera del anillo luminoso.
	4. Introducir el mando de control en el orificio y atornillar en la parte posterior la tuerca con la ayuda para la instalación adjunta.
	5. Conectar todos los mandos de control con los cables cortos adjuntos. Las clavijas tienen que encajar en las tomas.
	Nota
	6. Introducir en uno de los mandos de control el cable más largo para la conexión con el electrodoméstico. La clavija tiene que encajar en la toma.

	Nota
	7. Después del montaje, comprobar que todas las conexiones estén bien asentadas.
	8. Una vez realizado el montaje, fijar todos los cables doblando la lengüeta en la chapa de sujeción.



	Montar el aparato (Fig.3a)
	1. Introducir el cable de conexión para el mando de control en el conector que hay en la parte inferior del electrodoméstico.El enchufe tiene que encajar.
	2. Introducir el aparato alineado en el hueco. Presionar firmemente en el hueco desde arriba.
	Nota
	3. Conectar el aparato a la red, conectar el gas y comprobar el funcionamiento. Si el aparato se apaga, es posible que haya aire en el interior del conducto del gas. Girar la maneta de mando a 0 y encender de nuevo. Repetir esta operación hasta que ...


	Solo para la instalación enrasada (Fig.3b)
	Nota
	¡Atención!

	Toma de gas (Fig.4)
	Conexión eléctrica
	Datos técnicos
	Cambiar a otro tipo de gas (Fig.5)
	Sustitución de los inyectores principales (Fig.6)
	1. Retirar el soporte para ollas y todos los componentes del quemador.
	2. Aflojar los tornillos de sujeción de la placa en el quemador y retirar la placa con cuidado hacia arriba.
	3. Retirar los clips de seguridad de los conductos del quemador. Retirar los conductos del quemador. Aflojar el tornillo del casquillo de regulación del aire. Retirar el soporte del inyector.
	4. Extraer a mano el inyector y la junta tórica del quemador del círculo interior. Desenroscar el inyector del quemador del círculo exterior (SW10).
	5. Comprobar que la junta tórica esté bien asentada en el nuevo inyector principal del quemador del círculo interior. Deslizar el inyector sobre el conducto del quemador. Enroscar el nuevo inyector principal del quemador del círculo exterior en e...
	6. Colocar el soporte del inyector y los conductos del quemador. Colocar los clips de seguridad.
	7. Tras aflojar el tornillo, ajustar el casquillo de regulación del aire a la medida correcta (ver la tabla de inyectores). Volver a apretar el tornillo.
	8. Colocar la placa y atornillar uniformemente. Colocar los componentes del quemador y el soporte para ollas en la posición correcta.

	Ajuste del tipo de gas (Fig.7)
	1. Girar el mando de control hasta 0. Desconectar el electrodoméstico de la red eléctrica. Esperar al menos 30 segundos.
	2. Conectar de nuevo el electrodoméstico a la red eléctrica. El anillo luminoso del mando de control se ilumina en color verde durante unos segundos y luego pasa a amarillo. Esperar a que el anillo luminoso se apague.
	3. Girar el mando de control hacia la izquierda, hasta la posición 12.
	4. Girar el mando de control hacia la derecha, hasta la posición 1.
	5. Girar el mando de control hacia la izquierda, hasta la posición 0. Esperar a que el anillo luminoso se ilumine de color amarillo.
	6. Ajustar el tipo de gas en el mando de control; la posición ajustada en ese momento se ilumina en color verde:

	2
	G20-20 mbar / G25-25 mbar
	3
	G30-29 mbar / G31-37 mbar
	4
	G30-50 mbar
	6
	G25-20 mbar
	7. Dejar el mando de control en el ajuste deseado durante al menos 5 segundos. El anillo luminoso del mando de control se ilumina de color verde.
	8. Para guardar el ajuste, es obligatorio salir del menú como se indica a continuación: girar el mando de control hasta el 0. Después, girar el mando de control hacia la izquierda, hasta la posición 12. Girar el mando de control hacia la derecha,...
	Nota


	Desmontaje del aparato
	¡Atención!
	Tärkeitä ohjeita
	: Loukkaantumisvaara!
	: Kaasuvuodon vaara!
	Huolehdi huonetilan riittävästä tuuletuksesta. Kokonaisteho 11 kW:iin asti:
	Kokonaisteho 18 kW:iin asti:
	Huomio!


	Asennustarvikkeet
	Kalusteen valmistelu (kuva1a)
	Huomautus
	Samantasoinen asennus (kuva 1b)
	Huomautus
	Useamman Vario-laitteen yhdistäminen (kuva 1c)
	Yhdistäminen laitekannen kanssa (kuva1d)
	Reikä valitsimia varten
	Huomautus

	Valitsimien asentaminen (kuva2)
	Huomautus
	1. Katkaise kiinnityslevy tarvittaessa rei'ityskohdasta valitsimien välisestä etäisyydestä riippuen. Pidä kiinnityslevy etulevyn takasivua tai työtason alapuolta vasten tai kiinnitä mukana toimitetuilla ruuveilla.
	2. Kun asennat yksittäisen valitsimen tai jos katkaisit kiinnityslevyn rei'itystä myöten, kiinnitä kukin yksittäinen kiinnityslevy 2 ruuvilla, jotta levy ei pääse kääntymään.
	3. Irrota suojakalvo valorenkaan takaa.
	4. Laita valitsin reikään ja kierrä takasivulla mutteri kiinni mukana toimitetun asennustulkin avulla.
	5. Yhdistä kaikki valitsimet mukana toimitetuilla lyhyemmillä johdoilla. Pistokkeiden pitää lukittua holkkeihin.
	Huomautus
	6. Kiinnitä pidempi johto laitteeseen liittämistä varten johonkin valitsimista. Pistokkeen pitää lukittua holkkiin.

	Huomautus
	7. Tarkasta asennuksen jälkeen pistokkeiden kunnollinen kiinnitys.
	8. Kiinnitä kaikki johdot asennuksen jälkeen kiinnityslevyyn taivuttamalla kielekettä.



	Laitteen asentaminen (kuva3a)
	1. Kiinnitä valitsimeen vievä liitäntäjohto laitteen alasivulla olevaan holkkiin. Pistokkeen pitää lukittua paikalleen.
	2. Aseta laite keskelle aukkoa. Paina ylhäältä päin tiiviisti aukkoon.
	Huomautus
	3. Liitä laite sähköverkkoon, suorita kaasuliitäntä ja tarkista laitteen toiminnot. Mikäli laite kytkeytyy pois päältä, voi kaasujohdossa olla ilmaa. Kierrä säätönuppi 0-asentoon ja sytytä polttimo uudelleen. Toista tämä toimenpide, k...


	Vain samantasoisen asennuksen yhteydessä (kuva3b)
	Huomautus
	Huomio!

	Kaasuliitäntä (kuva4)
	Sähköliitäntä
	Tekniset tiedot
	Vaihto toiseen kaasutyyppiin (kuva5)
	Pääsuuttimien vaihto (kuva6)
	1. Poista kattilankannattimet ja kaikki poltinosat.
	2. Irrota syvennyksen kiinnitysmutterit polttimesta ja ota syvennys varovasti ylöspäin pois paikaltaan.
	3. Irrota poltinletkujen kiinnittimet. Irrota poltinletkut. Löystytä ilmansäätöholkin ruuvi. Irrota suutinrunko.
	4. Irrota sisäpoltinrenkaan suutin ja O-rengas käsin. Kierrä ulkopoltinrenkaan suutin irti (avainkoko 10).
	5. Tarkasta, että O-rengas on oikein paikallaan sisäpoltinrenkaan uudessa pääsuuttimessa. Työnnä suutin poltinletkuun. Kierrä ulkopoltinrenkaan uusi pääsuutin vasteeseen saakka suutinrunkoon.
	6. Kiinnitä suutinrunko ja poltinletkut. Kiinnitä pidikkeet.
	7. Säädä ilmansäätöholkki ruuvin löystyttämisen jälkeen oikean mittaiseksi (ks. suutintaulukko). Kierrä ruuvi taas kiinni.
	8. Aseta syvennys paikalleen ja kierrä tasaisesti kiinni. Aseta polttimien osat ja kattilankannattimet paikoilleen, varmista oikea asennus.

	Kaasutyypin asettaminen (kuva7)
	1. Kierrä valitsin kohtaan 0. Irrota laite sähköverkosta. Odota vähintään 30 sekuntia.
	2. Liitä laite uudelleen sähköverkkoon. Valitsimen valorengas palaa muutaman sekunnin ajan vihreänä ja sitten keltaisena. Odota, kunnes valorengas sammuu.
	3. Kierrä valitsinta vasemmalle kohtaan 12.
	4. Kierrä valitsinta oikealle kohtaan 1.
	5. Kierrä valitsinta vasemmalle kohtaan 0. Odota, kunnes valorengas palaa keltaisena.
	6. Aseta kaasutyyppi valitsimella, tämänhetkinen asetus palaa vihreänä:

	2
	G20-20 mbar / G25-25 mbar
	3
	G30-29 mbar / G31-37 mbar
	4
	G30-50 mbar
	6
	G25-20 mbar
	7. Pidä valitsin haluamasi asetuksen kohdalla vähintään 5 sekuntia. Valitsimen valorengas palaa vihreänä.
	8. Jotta asetus tallentuu muistiin, poistu valikosta ehdottomasti seuraavalla tavalla: Kierrä valitsin asentoon 0. Kierrä sitten valitsinta vasemmalle kohtaan 12. Kierrä valitsinta oikealle kohtaan 1. Kierrä valitsinta vasemmalle kohtaan 0. Odota...
	Huomautus


	Laitteen purkaminen kaapistosta
	Huomio!
	Recommandations importantes
	: Risque de blessure !
	Directives suisse : Les directives suivantes sont à prendre en considération lors du montage et de l’ installation
	: Risque de sortie de gaz !
	S'assurer que l'échange d'air est suffisant dans la pièce où est installé l'appareil. Puissance totale jusqu'à 11 kW :
	Puissance totale jusqu'à 18 kW :
	Attention !


	Accessoires pour l'installation
	Préparation du meuble (fig.1a)
	Remarque
	Pose en affleurement (fig. 1b)
	Remarque
	Association de plusieurs appareils Vario (fig.1c)
	Association avec couvercle (fig.1d)
	Perçage pour le bouton de commande
	Remarque

	Monter les boutons de commande (fig.2)
	Remarque
	1. En fonction de la distance entre les boutons de commande, raccourcissez la tôle de maintien en la brisant au niveau de la perforation si nécessaire. Maintenez la tôle de maintien à l'arrière du bandeau de commande et sous le dessous du plan d...
	2. Lors du montage d'un bouton de commande individuel ou lorsque la tôle de maintien a été brisée au niveau de la perforation, chaque tôle de maintien a été sécurisée contre toute torsion avec 2 vis.
	3. Retirez le film protecteur à l'arrière de l'anneau lumineux.
	4. Insérez le bouton de commande dans le perçage et vissez à l'arrière l'écrou à l'aide de la notice d'installation fournie.
	5. Connectez tous les boutons de commande avec les câbles raccourcis fournis. Les fiches doivent s'enclencher dans les orifices.
	Remarque
	6. Enfichez le câble plus long pour la connexion à l'appareil à l'un des boutons de commande. La fiche doit s'encliqueter dans l'orifice.

	Remarque
	7. Après l'installation, vérifiez si tous les connecteurs sont bien enfichés.
	8. Après l'installation, fixez tous les câbles en repliant la patte sur la tôle de maintien.



	Encastrez l'appareil (fig.3a)
	1. Enficher le câble de raccordement pour le bouton de commande dans l'orifice situé sous l'appareil. La fiche doit s'encliqueter.
	2. Introduisez l'appareil de manière uniforme dans la découpe. Enfoncez-le fermement par en haut dans la découpe.
	Remarque
	3. Brancher l'appareil au secteur électrique et à l'arrivée du gaz et faire un essai de fonctionnement. Si l'appareil se coupe, il y a peut-être de l'air dans le tuyau de gaz. Remettre la manette à 0 et réallumer. Recommencer l'opération jusqu...


	Uniquement en cas d'encastrement affleurant (fig.3b)
	Remarque
	Attention !

	Raccordement gaz (fig.4)
	Raccordement électrique
	Caractéristiques techniques
	Adaptation à un autre type de gaz (fig.5)
	Échange des injecteurs principaux (fig.6)
	1. Enlevez les supports de casserole et toutes les parties des brûleurs.
	2. Desserrez les vis de fixation de la plaque de cuisson au niveau des brûleurs et enlevez prudemment la plaque par le haut.
	3. Enlevez le circlip aux conduites des brûleurs. Retirez les conduites des brûleurs. Desserrez la vis à la douille de l'air primaire. Enlevez le porte-injecteur.
	4. Retirez à la main l'injecteur et le joint torique du brûleur de l'anneau intérieur. Dévissez l'injecteur du brûleur de l'anneau extérieur (surplat 10).
	5. Vérifiez que le joint torique est correctement en place dans le nouvel injecteur principal du brûleur de l'anneau intérieur. Poussez l'injecteur sur la conduite du brûleur. Vissez le nouvel injecteur principal du brûleur de l'anneau extérieu...
	6. Enfichez le porte-injecteur et les conduites. Fixez le circlip.
	7. Réglez la douille de l'air primaire à la dimension correcte après avoir desserré la vis (voir le tableau des injecteurs). Resserrez la vis.
	8. Reposez la plaque de cuisson et vissez-la uniformément. Remettez les pièces du brûleur et les supports de casserole en place, veillez à les positionner correctement.

	Réglage du type de gaz (fig.7)
	1. Tournez le bouton de commande sur 0. Débranchez l’appareil du réseau électrique. Patientez au moins 30 secondes.
	2. Branchez de nouveau l'appareil. L’anneau lumineux du bouton de commande s'allume en vert pendant quelques secondes, puis en jaune. Patientez jusqu'à ce que l'anneau lumineux s'éteigne.
	3. Tournez le bouton de commande vers la gauche sur la position 12.
	4. Tournez le bouton de commande vers la droite sur la position 1.
	5. Tournez le bouton de commande vers la gauche sur la position 0. Patientez jusqu'à ce que l'anneau lumineux s'allume en jaune.
	6. Réglez le type de gaz sur le bouton de commande, la position réglée momentanément s'allume en vert :

	2
	G20-20mbar / G25-25mbar
	3
	G30-29mbar / G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. Laissez le bouton de commande sur le réglage souhaité pendant au moins 5 secondes. L'anneau lumineux du bouton de commande s'allume en vert.
	8. Pour enregistrer le réglage, quittez impérativement le menu comme suit : tournez le bouton de commande sur 0. Ensuite, tournez le bouton de commande vers la gauche, sur la position 12. Tournez le bouton de commande vers la droite sur la position...
	Remarque


	Dépose de l'appareil
	Attention !
	Avvertenze importanti
	: Pericolo di lesioni!
	Prescrizioni svizzere: Si deve considerare nel processo di montaggio e installazione le seguenti prescrizioni
	: Pericolo di fuoriuscita di gas!
	Assicurare sempre un sufficiente ricambio di aria nell'ambiente. Fino a 11 kW di potenza totale:
	Fino a 18 kW di potenza totale:
	Attenzione!


	Accessori per l'installazione
	Preparazione del mobile (fig.1a)
	Avvertenza
	Installazione a filo (fig. 1b)
	Avvertenza
	Combinazione di diversi apparecchi Vario (fig.1c)
	Combinazione con coperchio apparecchio (fig.1d)
	Foro per la manopola di comando
	Avvertenza

	Montaggio delle manopole di comando (fig.2)
	Avvertenza
	1. A seconda della distanza tra le manopole di comando, se necessario tagliare la lamiera di supporto vicino al foro. Fermare la lamiera di supporto sul lato posteriore del pannello e/o sul lato inferiore del piano di lavoro o fissarla con le viti in...
	2. In caso di montaggio di una sola manopola di comando o se la lamiera di supporto è stata rotta vicino al foro, fissare la lamiera di supporto con 2 viti per impedire che si pieghi.
	3. Rimuovere la pellicola protettiva sul lato posteriore dell'anello luminoso.
	4. Inserire la manopola di comando nel foro e sul lato posteriore avvitare il dado seguendo le istruzioni di montaggio in dotazione.
	5. Collegare tutte le manopole di comando con i cavi più corti in dotazione. Le spine devono innestarsi nelle prese.
	Avvertenza
	6. Inserire il cavo più lungo per il collegamento con l'apparecchio su una delle manopole di comando. La spina deve innestarsi nella presa.

	Avvertenza
	7. Dopo il montaggio controllare la corretta posizione di tutti i collegamenti a spina.
	8. Dopo il montaggio, fissare tutti i cavi alla lamiera di supporto piegando il passante sulla lamiera di supporto.



	Montaggio dell'apparecchio (fig.3a)
	1. Inserire il cavo di collegamento alla manopola di comando nella presa sul lato inferiore dell'apparecchio. La spina deve innestarsi.
	2. Inserire l'apparecchio in modo bilanciato nell'apertura. Premerlo dall'alto affinché si inserisca saldamente nell'apertura.
	Avvertenza
	3. Collegare l'apparecchio alla corrente e al gas e verificarne il funzionamento. Se l'apparecchio si spegne può esserci aria nella tubazione del gas. Girare la manopola di comando su 0 e riaccendere. Ripetere la procedura, finché l'apparecchio si ...


	Solo in caso di installazione a filo (fig.3b)
	Avvertenza
	Attenzione!

	Raccordo del gas (fig.4)
	Allacciamento elettrico
	Dati tecnici
	Commutazione all'altro tipo di gas (fig.5)
	Sostituzione degli ugelli principali (fig.6)
	1. Rimuovere il supporto pentola e tutti i componenti del bruciatore.
	2. Allentare le viti di fissaggio del piano di cottura sul bruciatore e rimuovere con cautela il piano di cottura verso l'alto.
	3. Rimuovere le clip di sicurezza dai condotti del bruciatore. Staccare i condotti del bruciatore. Allentare la vite sulla boccola dell'aria primaria. Rimuovere il blocco portaugello.
	4. Rimuovere manualmente ugello e O-ring per il bruciatore circuito interno. Svitare l'ugello per il bruciatore circuito esterno (chiave da 10).
	5. Verificare il corretto alloggiamento dell'O-ring nel nuovo ugello principale per il bruciatore circuito interno. Spingere l'ugello sul condotto del bruciatore. Avvitare fino all'innesto nel blocco portaugello il nuovo ugello principale per il bruc...
	6. Unire blocco portaugello e condotti del bruciatore. Applicare le clip di sicurezza.
	7. Impostare sulla dimensione corretta la boccola dell'aria primaria dopo aver allentato la vite (vedere tabella ugelli). Serrare nuovamente la vite.
	8. Posizionare il piano di cottura e fissarlo in modo uniforme. Inserire i componenti del bruciatore e il supporto pentola, assicurarsi che siano posizionati in modo corretto.

	Impostazione del tipo di gas (fig.7)
	1. Ruotare le manopole di comando su 0. Staccare l'apparecchio dalla rete elettrica. Attendere almeno 30 secondi.
	2. Collegare nuovamente l'apparecchio. L'anello luminoso della manopola di comando si accende a luce verde per alcuni secondi, poi diventa giallo. Attendere finché l'anello luminoso non si spegne.
	3. Ruotare la manopola di comando verso sinistra sulla posizione 12.
	4. Ruotare la manopola di comando verso destra sulla posizione 1.
	5. Ruotare la manopola di comando verso sinistra sulla posizione 0. Attendere finché l'anello luminoso si illumina di giallo.
	6. Impostare il tipo di gas sulla manopola di comando, la posizione attualmente impostata si illumina di verde:

	2
	G20-20mbar/G25-25mbar
	3
	G30-29mbar/G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. Lasciare la manopola di comando sull'impostazione desiderata per almeno 5 secondi. L'anello luminoso della manopola di comando diventa verde.
	8. Per salvare l'impostazione, abbandonare necessariamente il menu: ruotare la manopola di comando su 0. Quindi ruotare la manopola di comando verso sinistra sulla posizione 12. Ruotare la manopola di comando verso destra sulla posizione 1. Ruotare l...
	Avvertenza


	Smontare l'apparecchio
	Attenzione!
	Belangrijke aanwijzingen
	: Risico van letsel!
	: Risico van het ontsnappen van gas!
	Zorg voor een goede ventilatie van de ruimte waarin het apparaat zich bevindt. Tot 11 kW totaal vermogen:
	Tot 18 kW totaal vermogen:
	Attentie!


	Installatietoebehoren
	Meubel voorbereiden (Afb.1a)
	Aanwijzing
	Vlakke inbouw (Afb. 1b)
	Aanwijzing
	Combinatie van meerdere Vario apparaten (Afb.1c)
	Combinatie met apparaatbedekking (Afb.1d)
	Opening voor de bedieningsknop
	Aanwijzing

	Bedieningsknoppen monteren (Afb.2)
	Aanwijzing
	1. Al naargelang de afstand tussen de bedieningsknoppen zo nodig de bevestigingsplaat bij de perforatie afbreken. De bevestigingsplaat aan de achterkant van het paneel of de onderkant van het werkblad vasthouden of bevestigen met de bijbehorende schr...
	2. Bij inbouw van één bedieningsknop of wanneer de bevestigingsplaat bij de perforatie is afgebroken, elke bevestigingsplaat met 2 schroeven beveiligen tegen verdraaien.
	3. De beschermfolie aan de achterkant van de lichtring wegtrekken.
	4. De bedieningsknop in de opening steken en aan de achterkant de moer met de bijbehorende montagehulp vastschroeven.
	5. Alle bedieningsknoppen verbinden met de bijbehorende kortere kabels. De stekkers dienen in de bussen in te klikken.
	Aanwijzing
	6. De langere kabel voor de verbinding met het apparaat in een van de bedieningsknoppen steken. De stekker moet in de bus inklikken.

	Aanwijzing
	7. Na de montage controleren of alle stekkerverbindingen juist bevestigd zijn.
	8. Alle kabels na de montage vastzetten aan de bevestigingsplaat door het lipje om te buigen.



	Apparaat inbouwen (Afb.3a)
	1. De verbindingskabel in de bedieningsknop in de bus aan de onderkant van het apparaat steken.De stekker moet inklikken.
	2. Het apparaat gelijkmatig inbrengen in de uitsparing. Van boven stevig in de uitsparing drukken.
	Aanwijzing
	3. Sluit het apparaat op de netspanning aan en controleer de werking. Indien het apparaat vanzelf uitschakelt, bevindt er zich mogelijk lucht in de gasleiding. Draai de schakelknop op 0 en ontsteek de brander opnieuw. Herhalen totdat het apparaat ont...


	Alleen bij een vlak geïntegreerde inbouw (Afb.3b)
	Aanwijzing
	Attentie!

	Gasaansluiting (Afb.4)
	Elektrische aansluiting
	Technische gegevens
	Omschakeling naar een ander type gas (Afb.5)
	Vervanging van de hoofdkoppen (Afb.6)
	1. Pannenhouders en alle branderonderdelen verwijderen.
	2. Bevestigingsschroeven van de plaat op de brander losdraaien en de plaat er voorzichtig naar boven toe afnemen.
	3. Veiligheidsclips van de branderleidingen afnemen. Branderleidingen afnemen. Schroef van de luchtregelingshuls losdraaien. Branderkelk afnemen.
	4. Kop en O-ring voor de binnenste brander er met de hand aftrekken. Kop voor de buitenste brander eruit schroeven (SW10).
	5. Controleren of de O-ring goed vastzit in de nieuwe hoofdkop voor de binnenste brander. De kop op de branderleiding schuiven. Nieuwe hoofdkop voor de buitenste brander tot de aanslag in de branderkelk schroeven.
	6. Branderkelk en -leidingen aanbrengen. Veiligheidsclips aanbrengen.
	7. Nadat de schroef is losgedraaid de correcte afmetingen van de luchtregelingshuls instellen (zie de koppentabel). De schroef weer vastdraaien.
	8. De plaat neerleggen en gelijkmatig vastschroeven. Branderonderdelen en pannenhouders aanbrengen. Let erop dat ze in de juiste stand zitten.

	Instelling van het type gas (Afb.7)
	1. Bedieningsknop op 0 draaien. Apparaat loskoppelen van het stroomnet. Minstens 30 seconden wachten.
	2. Apparaat opnieuw aansluiten. De lichtring van de bedieningsknop is enkele seconden groen en vervolgens geel verlicht. Wacht tot de lichtring uitgaat.
	3. De bedieningsknop naar links draaien in de stand 12.
	4. De bedieningsknop naar rechts draaien in de stand 1.
	5. De bedieningsknop naar links draaien in de stand 0. Wacht tot de lichtring geel verlicht is.
	6. Het type gas instellen met de bedieningsknop. De op dat moment ingestelde positie is groen verlicht:

	2
	G20-20mbar / G25-25mbar / G25.3-25mbar
	3
	G30-29mbar / G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. De bedieningsknop minstens 5 seconden in de gewenste instelling laten. De lichtring van de bedieningsknop is groen verlicht.
	8. De instelling wordt alleen opgeslagen wanneer u het menu als volgt verlaat: de bedieningsknop op 0 draaien. De bedieningsknop vervolgens naar links draaien in de stand 12. De bedieningsknop naar rechts draaien in de stand 1. De bedieningsknop naar...
	Aanwijzing


	Het apparaat uitbouwen
	Attentie!
	Viktige merknader
	: Fare for skade!
	: Fare for gasslekkasjer!
	Sørg for tilstrekkelig luftutskiftning i oppstillingsrommet. Opptil 11 kW total effekt:
	Opptil 18 kW total effekt:
	Obs!


	Installasjonstilbehør
	Klargjøre kjøkkenelement (bilde 1a)
	Merk
	Planmontering (bilde 1b)
	Merk
	Kombinasjon av flere Vario-apparater (bilde 1c)
	Kombinasjon med apparatdeksel (bilde 1d)
	Hull til dreiebryteren
	Merk

	Montere dreiebrytere (bilde 2)
	Merk
	1. Avhengig av avstanden mellom dreiebryterne skal holdeplaten brekkes av ved perforeringen etter behov. Hold holdeplaten på baksiden av betjeningspanelet eller under benkeplaten, eller bruk de medfølgende skruene til å feste den.
	2. Når du monterer en enkelt dreiebryter, eller hvis holdeplaten er brekt av ved perforeringen, må hver enkelt holdeplate sikres mot fordreining med 2 skruer.
	3. Beskyttelsesfolien på baksiden av lysringen skal tas av.
	4. Sett dreiebryteren i hullet og skru fast mutteren på baksiden ved hjelp av den medfølgende monteringshjelpen.
	5. Koble alle dreiebryterne med de korteste medfølgende kablene. Pluggene skal smekke på plass i kontaktene.
	Merk
	6. Koble den lengste kabelen til apparatet ved å plugge den inn i en av dreiebryterne. Pluggen skal smekke på plass i kontakten.

	Merk
	7. Sjekk at alle pluggforbindelser sitter som de skal etter montering.
	8. Fest alle kablene ved å bøye lasken på holdeplaten etter montering.



	Montere apparatet (bilde 3a)
	1. Plugg tilkoblingskabelen til dreiebryteren i kontakten på undersiden av apparatet. Pluggen må smekke på plass.
	2. Sett apparatet jevnt inn i utskjæringen. Trykk det fast ned i utskjæringen ovenfra.
	Merk
	3. Koble apparatet til nettet og gassen og kontroller funksjon. Dersom apparatet kobler ut kan det være luft i gassledningen. Drei bryteren på 0 og tenn på nytt. Gjenta prosess til apparatet tenner.


	Kun ved planmontering (bilde 3b)
	Merk
	Obs!

	Gasstilkobling (bilde 4)
	Elektrisk tilkobling
	Tekniske data
	Omstilling til en annen gasstype (bilde 5)
	Bytte hoveddysene (bilde 6)
	1. Ta av gryteholderen og alle brennerdeler.
	2. Løsne festeskruene til toppen på brenneren, og trekk toppen forsiktig av oppover.
	3. Ta av sikringsklipsene på brennerledningene. Trekk ut brennerledningene. Løsne skruen på luftreguleringshylsen. Ta av dysestammen.
	4. Trekk av dysen og O-ringen for indre ringbrenner for hånd. Skru ut dysen for ytre ringbrenner (NV10).
	5. Kontroller at O-ringen sitter ordentlig på den nye hoveddysen for den indre ringbrenneren. Skyv dysen på brennerledningen. Skru den nye hoveddysen for ytre ringbrenner helt inn på dysestammen.
	6. Sett på dysestamme og brennerledninger. Sett på sikringsklipsene.
	7. Still inn luftreguleringshylsen til riktig mål ved å løsne litt på skruen (se dysetabellen). Stram til skruen igjen.
	8. Legg på toppen og skru jevnt fast. Legg på brennerdeler og gryteholder, pass på riktig plassering.

	Stille inn gasstype (bilde 7)
	1. Vri dreiebryteren til 0. Koble apparatet fra strømnettet. Vent i minst 30 sekunder.
	2. Koble til apparatet igjen. Lysringen bak dreiebryteren lyser grønt i noen sekunder og deretter gult. Vent til lysringen slukker.
	3. Vri dreiebryteren mot venstre til posisjonen 12.
	4. Vri dreiebryteren mot høyre til posisjonen 1.
	5. Vri dreiebryteren mot venstre til posisjonen 0. Vent til lysringen lyser gult.
	6. Velg gasstype på dreiebryteren. Den valgte posisjonen lyser grønt.

	2
	G20–20 mbar / G25–25 mbar
	3
	G30–29 mbar / G31–37 mbar
	4
	G30–50 mbar
	6
	G25–20 mbar
	7. La dreiebryteren stå på ønsket innstilling i minst 5 sekunder. Lysringen bak dreiebryteren lyser grønt.
	8. For å lagre innstilingen må du gå ut av menyen på følgende måte: Vri dreiebryteren til 0. Vri deretter dreiebryteren mot venstre til posisjonen 12. Vri dreiebryteren mot høyre til posisjonen 1. Vri dreiebryteren mot venstre til posisjonen 0...
	Merk


	Demonter apparat
	Obs!
	Ważne wskazówki
	: Niebezpieczeństwo zranienia!
	: Niebezpieczeństwo ulatniania się gazu!
	Zadbać o wystarczający dopływ powietrza w pomieszczeniu, w którym urządzenie zostało ustawione. Do 11 kW mocy całkowitej:
	Do 18 kW mocy całkowitej:
	Uwaga!


	Akcesoria instalacyjne
	Przygotowanie mebli (rys. 1a)
	Wskazówka
	Montaż na równi z powierzchnią blatu (rys. 1b)
	Wskazówka
	Kombinacja kilku urządzeń Vario (rys. 1c)
	Kombinacja z pokrywą urządzenia (rys. 1d)
	Otwór na pokrętło obsługi
	Wskazówka

	Montaż pokręteł obsługi (rys. 2)
	Wskazówka
	1. W zależności od odstępu między pokrętłami obsługi w razie potrzeby odłamać blachę mocującą na perforacji. Przytrzymać lub przykręcić śrubami blachę mocującą z tyłu przesłony lub na spodniej stronie blatu roboczego.
	2. Podczas montażu poszczególnych pokręteł lub po odłamaniu blachy mocującej na perforacji, każdą blachę mocującą należy zabezpieczyć przed skręceniem 2 śrubami.
	3. Zdjąć folię ochronną z tyłu podświetlanego pierścienia.
	4. Włożyć pokrętło w otwór i z drugiej strony mocno przykręcić nakrętkę.
	5. Wszystkie pokrętła połączyć z krótkimi przewodami. Wtyczki muszą zatrzasnąć się w gniazdach.
	Wskazówka
	6. Włożyć w pokrętło dłuższy przewód do połączenia z urządzeniem. Wtyczka musi zatrzasnąć się w gnieździe.

	Wskazówka
	7. Po zakończeniu montażu skontrolować wszystkie połączenia wtykowe po kątem prawidłowego zamocowania.
	8. Po zakończeniu montażu wszystkie przewody przymocować do blachy mocującej poprzez zagięcie nakładki.



	Montaż urządzenia (rys. 3a)
	1. Przewód połączeniowy pokręteł obsługi włożyć w gniazdo na spodzie urządzenia. Wtyczka musi się zatrzasnąć.
	2. Urządzenie równomiernie osadzić w wycięciu. Mocno wcisnąć w wycięcie od góry.
	Wskazówka
	3. Urządzenie podłączyć do sieci i gazu oraz skontrolować jego funkcjonowanie. Jeśli urządzenie wyłączy się, w przewodzie gazowym może znajdować się powietrze. Przekręcić pokrętło obsługi na 0 i ponownie zapalić. Czynność powtarz...


	Tylko w przypadku montażu na równi z frontem (rys. 3b)
	Wskazówka
	Uwaga!

	Podłączenie urządzenia do gazu (rys. 4)
	Podłączenie do sieci elektrycznej
	Dane techniczne
	Przestawianie na inny rodzaj gazu (rys. 5)
	Wymiana dysz głównych (rys. 6)
	1. Zdjąć ruszt i wszystkie elementy palnika.
	2. Odkręcić śruby mocujące płytę grzewczą przy palniku i ostrożnie zdjąć płytę do góry.
	3. Zdjąć klipsy zabezpieczające z przewodów palnika. Zdjąć przewody palnika. Odkręcić śrubę na tulei regulacji powietrza. Zdjąć trzon dyszy.
	4. Zdjąć ręcznie dyszę i pierścień samouszczelniający palnika z obiegiem wewnętrznym. Wykręcić dyszę palnika z obiegiem zewnętrznym (rozmiar 10).
	5. Sprawdzić, czy pierścień samouszczelniający w nowej dyszy głównej palnika z obiegiem wewnętrznym jest poprawnie założony. Nasadzić dyszę na przewód palnika. Nową dyszę główną do palnika z obiegiem zewnętrznym wkręcić do oporu w...
	6. Zamontować trzon dyszy i przewody palnika. Nałożyć klipsy zabezpieczające.
	7. Po poluzowaniu śruby ustawić prawidłową wielkość tulei regulacji powietrza (patrz tabela dysz). Ponownie dokręcić śrubę.
	8. Osadzić płytę i równomiernie dokręcić. Nałożyć elementy palnika i ruszt, zwracając uwagę na ich prawidłowe położenie.

	Ustawianie rodzaju gazu (rys. 7)
	1. Wszystkie pokrętła obsługi obrócić na 0. Odłączyć urządzenie od sieci elektrycznej. Odczekać przynajmniej 30 sekund.
	2. Ponownie podłączyć urządzenie. Pierścień świetlny pokrętła obsługi świeci się przez kilka sekund na zielono, a następnie na żółto. Odczekać, aż zgaśnie pierścień świetlny.
	3. Obrócić pokrętło obsługi w lewo na pozycję 12.
	4. Obrócić pokrętło obsługi w prawo na pozycję 1.
	5. Obrócić pokrętło obsługi w lewo na pozycję 0. Odczekać, aż pierścień świetlny zaświeci się na żółto.
	6. Ustawić rodzaj gazu na pokrętle obsługi, aktualnie ustawiona pozycja świeci się na zielono:

	2
	G20-20mbar / G25-25mbar
	3
	G30-29mbar / G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. Pokrętło obsługi pozostawić na żądanym ustawieniu przez minimum 5 sekund. Pierścień świetlny pokrętła obsługi świeci się na zielono.
	8. W celu zapisania ustawienia koniecznie opuścić menu w następujący sposób: Obrócić pokrętło obsługi na 0. Następnie obrócić pokrętło obsługi w lewo na pozycję 12. Obrócić pokrętło obsługi w prawo na pozycję 1. Obrócić pokr...
	Wskazówka


	Zdemontować urządzenie
	Uwaga!
	Indicações importantes
	: Perigo de ferimentos!
	: Perigo de fuga de gás!
	Assegurar uma ventilação suficiente no espaço onde o aparelho está montado. Até uma potência total de 11 kW:
	Até uma potência total de 18 kW:
	Atenção!


	Acessórios de instalação
	Preparar o móvel (Fig.1a)
	Nota
	Encastre plano à superfície (Fig. 1b)
	Nota
	Combinação de vários aparelhos Vario (Fig.1c)
	Combinação com cobertura do aparelho (Fig.1d)
	Orifício para o comando
	Nota

	Montar comando (Fig.2)
	Nota
	1. Consoante a distância entre os comandos, romper, se necessário, a chapa de retenção pela perfuração. Segure a chapa de retenção na parte de trás da aba ou no lado inferior da bancada ou fixe-a com os parafusos fornecidos.
	2. Em caso de montagem de um comando individual ou se a chapa de retenção tiver rompido na perfuração, proteja cada uma das chapas de retenção contra torção com 2 parafusos.
	3. Retire a película de proteção na parte de trás do anel luminoso.
	4. Encaixe o comando no orifício e fixe a porca na parte de trás com o auxiliar de montagem fornecido.
	5. Una todos os comandos com os cabos mais curtos fornecidos. As fichas têm de encaixar nas tomadas.
	Nota
	6. Encaixe o cabo mais comprido num dos comandos para efetuar a ligação ao aparelho. A ficha tem de encaixar na tomada.

	Nota
	7. Após a montagem, verifique o encaixe correto de todas as uniões de encaixe.
	8. Após a montagem, fixe todos os cabos, dobrando a lingueta na chapa de retenção.



	Montar o aparelho (Fig.3a)
	1. Encaixe o cabo de ligação ao comando na tomada situada no lado inferior do aparelho. A ficha tem de encaixar.
	2. Coloque o aparelho no nicho de modo uniforme. Pressione firmemente no sentido do nicho, a partir de cima.
	Nota
	3. Ligar o aparelho à rede eléctrica e ao gás, e verificar se funciona. Se o aparelho se desligar é possível que exista ar no tubo de alimentação de gás. Rode o botão de comando para a posição 0 e volte a acender. Repita o procedimento at...


	Apenas no caso de instalação plana à superfície (Fig.3b)
	Nota
	Atenção!

	Ligação de gás (Fig.4)
	Ligação eléctrica
	Dados técnicos
	Mudança para outro tipo de gás (Fig.5)
	Substituição dos injetores principais (Fig.6)
	1. Retire a grelha e todas as peças do queimador.
	2. Solte os parafusos de fixação da placa no queimador e retire-a, com cuidado, para cima.
	3. Retire os grampos de segurança dos tubos dos queimadores. Retire os tubos dos queimadores. Solte o parafuso do regulador de ar. Retire o porta-injetor.
	4. Retire manualmente o injetor e a junta tórica do queimador de anel interior. Desaparafuse o injetor do queimador de anel exterior (abertura da chave 10).
	5. Verifique o assentamento correto da junta tórica no novo injetor principal dos queimadores de anel interior. Empurre o injetor para o tubo do queimador. Aperte o novo injetor principal para queimadores de anel exterior, até ao batente, no porta-...
	6. Encaixe o porta-injetor e os tubos dos queimadores. Coloque os grampos de segurança.
	7. Depois de soltar o parafuso, ajuste o regulador de ar para a medida correta (ver tabela de injetores). Volte a apertar o parafuso.
	8. Coloque e aparafuse a placa uniformemente. Coloque as peças do queimador e a grelha, observando o posicionamento correto.

	Regulação do tipo de gás (Fig.7)
	1. Rode o comando para 0. Desligue o aparelho da fonte de alimentação. Aguarde, pelo menos, 30 segundos.
	2. Volte a ligar o aparelho. O anel luminoso dos comandos acende a verde e, depois, a amarelo durante alguns segundos. Aguarde até o anel luminoso apagar.
	3. Rode os comandos para a esquerda, para a posição 12.
	4. Rode os comandos para a direita, para a posição 1.
	5. Rode os comandos para a esquerda, para a posição 0. Aguarde até o anel luminoso acender a amarelo.
	6. Regule o tipo de gás no comando; a posição atualmente regulada acende a verde:

	2
	G20-20mbar / G25-25mbar
	3
	G30-29mbar / G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. Deixe o comando na posição desejada durante, pelo menos, 5 segundos. O anel luminoso dos comandos acende-se a verde.
	8. Para memorizar a regulação, saia do menu obrigatoriamente do seguinte modo: rode o comando para a posição 0. Em seguida, rode os comandos para a esquerda, para a posição 12. Rode os comandos para a direita, para a posição 1. Rode os comand...
	Nota


	Desmontar o aparelho
	Atenção!
	Важные указания
	: Опасность травмирования!
	: Опасность утечки газа!
	В помещении установки газовой панели необходимо обеспечить достаточный воздухообмен. Общая мощность до 11 кВт:
	Общая мощность до 18 кВт:
	Внимание!



	Принадлежности для инсталляции
	Подготовка мебели (рис.1a)
	Указание
	Встраивание заподлицо (рис. 1b)
	Указание

	Комбинация нескольких приборов Vario (рис. 1c)
	Комбинация с крышкой прибора (рис.1d)
	Отверстие для регулятора
	Указание


	Установка регуляторов(рис.2)
	Указание
	1. В зависимости от расстояния между регуляторами отломите фиксирующую пластину по линии перфорации. Удерживайте фиксирующую пластину ...
	2. При встраивании одного регулятора или в том случае, если фиксирующая пластина была отломана по линии перфорации, зафиксируйте каждую ...
	3. Снимите защитную плёнку с задней стороны светового кольца.
	4. Вставьте регулятор в отверстие и зафиксируйте с задней стороны гайкой, используя монтажное приспособление из комплекта поставки.
	5. Соедините все регуляторы с более короткими кабелями из комплекта поставки. Штекеры должны зафиксироваться в разъёмах с характерным щ...
	Указание
	6. Подсоедините более длинный кабель к одному из регуляторов для соединения с прибором. Штекер должен зафиксироваться в разъёме с характ...

	Указание
	7. Проверьте правильное положение всех разъёмных соединений после монтажа.
	8. После установки зафиксируйте все кабели на фиксирующей пластине, отогнув язычок.



	Установка прибора (рис.3a)
	1. Вставьте соединительный кабель регулятора в разъём на нижней стороне прибора. Штекер должен зафиксироваться с характерным щелчком.
	2. Установите прибор точно над вырезом и вставьте его до упора.
	Указание
	3. Подключите прибор к электрической и газовой сети и проверьте его работу. При выключении прибора, в газопроводе может находиться возду...


	Только при встраивании заподлицо (рис.3b)
	Указание
	Внимание!


	Подключение газа (рис.4)
	Подключение к электросети
	Технические характеристики
	Переустановка на другой вид газа (рис.5)
	Замена главных форсунок(рис.6)
	1. Снимите решётки для посуды и все детали горелки.
	2. Выверните винты крепления панели на горелке и осторожно снимите панель движением вверх.
	3. Снимите стопорные зажимы на трубопроводах горелки. Снимите трубопроводы. Ослабьте винты регулировочной втулки подачи воздуха. Снимит...
	4. Снимите руками форсунку и кольцо круглого сечения для внутреннего круга пламени. Выверните форсунку для внешнего круга пламени (SW10).
	5. Проконтролируйте правильность установки кольца круглого сечения в новой главной форсунке для внутреннего круга пламени. Насадите фо...
	6. Вставьте воздухоподводящую трубку и трубопровод. Установите стопорные зажимы.
	7. После ослабления винта отрегулируйте регулировочной втулкой подачу воздуха (см. таблицу форсунок). Снова туго затяните винты.
	8. Установите панель и равномерно затяните винты. Установите детали горелок и решётки для посуды, обращая внимание на их правильное поло...

	Установка вида газа (рис.7)
	1. Поверните регулятор на «0». Отсоедините прибор от электросети. Подождите минимум 30 секунд.
	2. Снова подключите бытовой прибор к электросети. Световое кольцо регулятора в течение нескольких секунд горит зелёным светом и затем жё...
	3. Поверните регулятор влево в положение 12.
	4. Поверните регулятор вправо в положение 1.
	5. Поверните регулятор влево в положение 0. Подождите, пока световое кольцо загорится жёлтым светом.
	6. Установите вид газа на регуляторе, установленное в данный момент положение загорается зелёным светом:

	2
	G20–20мбар/G25–25мбар
	3
	G30–29мбар/G31–37мбар
	4
	G30–50мбар
	6
	G25–20мбар
	7. Оставьте регулятор в положении нужной установки минимум на 5 секунд. Световое кольцо регулятора загорается зелёным светом.
	8. Для сохранения установки необходимо выйти из меню следующим образом: Поверните регулятор на «0». Затем поверните регулятор влево в пол...
	Указание


	Демонтаж прибора
	Внимание!
	Viktiga anvisningar
	: Risk för personskador!
	: Risk för gasläcka!
	Se till att rummet där spishällen ska stå har tillräckligt luftutbyte. Upp till 11 kW total effekt:
	Upp till 18 kW total effekt:
	Obs!


	Installationstillbehör
	Förbereda stommarna (bild1a)
	Anvisning
	Kant i kant-montering (bild 1b)
	Anvisning
	Kombination av flera Vario-enheter (bild 1c)
	Kombination med skydd (bild1d)
	Hål för vreden
	Anvisning

	Montera vreden (bild2)
	Anvisning
	1. Bryt av fästblecket vid perforeringen om det behövs pga. vredavståndet. Håll fästblecket på baksidan av panelen resp. undersidan av bänkskivan eller fäst med medföljande skruvar.
	2. Ska du bara montera ett separat vred eller om fästblecket gått av vid perforeringen, vridsäkra varje fästbleck med 2 skruv.
	3. Dra av skyddsfolien på baksidan av ljusringen före montering.
	4. Sätt i vreden i hålen och skruva fast med mutter på baksidan med den medföljande monteringshjälpen.
	5. Anslut alla vred med de medföljande, kortare kablarna. Kontakterna ska snäppa fast i uttagen.
	Anvisning
	6. Sätt i den längre kabeln för anslutning med enheten i ett av vreden. Kontakten måste snäppa fast i uttaget.

	Anvisning
	7. Kontrollera att alla kontakter sitter ordentligt efter monteringen.
	8. Dragsäkra alla kablar efter montering genom att dra dem genom runt fliken på fästblecket.



	Montera enheten (bild3a)
	1. Sätt i anslutningskabeln till vreden i uttaget på undersidan av enheten.Kontakten ska snäppa fast.
	2. Centrera enheten i urtaget. Tryck fast uppifrån i urtaget.
	Anvisning
	3. Anslut apparaten till nätet och gasen och kontrollera funktionen. Om apparaten stängs av kan det bero på att det finns luft i gasledningen. Vrid vredet till 0 igen och tänd på nytt. Upprepa denna process tills apparaten tänder.


	Bara vid planoinbyggnad (bild3b)
	Anvisning
	Obs!

	Gasanslutning (bild4)
	Elanslutning
	Tekniska data
	Omställning till annan gastyp (bild5)
	Byta huvudmunstycken (bild6)
	1. Ta av kärlstöd och brännardelar.
	2. Lossa hällens fästskruvar på brännaren och lyft försiktigt av hällen.
	3. Ta av fästklämmorna på brännarledningen. Ta bort brännarledningarna. Lossa skruven på luftreglerhylsan. Ta bort munstycksbasen.
	4. Ta bort munstycke och O-ring till den inre brännarringen för hand. Skruva ur munstycket till den yttre brännarringen (NV 10).
	5. Kontrollera så att O-ringen sitter rätt i det nya huvudmunstycket till inre brännarringen. Sätt på munstycket på brännarledningen. Skruva på det nya huvudmunstycket till den yttre brännarringen på munstycksbasen tills det tar emot.
	6. Sätt på munstycksbas och brännarledningar. Sätt på fästklämmorna.
	7. Lossa skruven till luftreglerhylsan och ställ in på rätt värde (se munstyckstabellen). Dra åt skruven igen.
	8. Lägg på hällen och skruva fast jämnt. Sätt på brännardelar och kärlstöd, se till så att de sitter rätt.

	Ställa in gastypen (bild7)
	1. vrid vredet till läge 0. gör enheten strömlös. vänta minst 30 sekunder.
	2. elanslut enheten igen. vredets ljusring lyser grön i några sekunder och sedan gul. vänta tills ljusringen slocknar.
	3. vrid vredet åt vänster till läge 12.
	4. vrid vredet åt höger till läge 1.
	5. vrid vredet åt vänster till läge 0. vänta tills ljusringen lyser gul.
	6. Ställ in gastypen med vredet, inställt läge lyser grönt:

	2
	G20-20 mbar/G25-25 mbar
	3
	G30-29 mbar/G31-37 mbar
	4
	G30-50 mbar
	6
	G25-20 mbar
	7. Lämna vredet på den inställning du vill ha i minst 5 sekunder. Vredets ljusring lyser grön.
	8. Ska du spara inställningen, så måste du gå ur menyn såhär: vrid vredet till läge 0. vrid sedan vredet åt vänster till läge 12. vrid vredet åt höger till läge 1. vrid vredet åt vänster till läge 0. vänta tills ljusringen slocknar.
	Anvisning


	Montera ur apparaten
	Obs!
	Önemli uyarılar
	: Yaralanma tehlikesi!
	: Gaz kaçağı tehlikesi!
	Kurulum yerinde yeterli hava sirkülasyonunun olmasını sağlayın. 11 kW toplam güce kadar:
	18 kW toplam güce kadar:
	Dikkat!


	Kurulum aksesuarı
	Mobilyaların hazırlanması (Resim1a)
	Bilgi
	Yüzey temaslı montaj (Resim 1b)
	Bilgi
	Birden çok Vario cihazının kombinasyonu (Resim1c)
	Cihaz kapaklı kombinasyon (Resim1d)
	Kumanda düğmesi için delik
	Bilgi

	Kumanda düğmesinin monte edilmesi (Resim2)
	Bilgi
	1. Kumanda düğmeleri arasındaki mesafeye bağlı olarak ihtiyaç durumunda perforajdaki tutma sacı iptal edilebilir. Kumanda panelinin arka tarafındaki tutma sacını veya çalışma tezgahının alt tarafını tutunuz veya ekteki vidalarla sabi...
	2. Tek bir kumanda düğmesinin montajı sırasında veya perforajdaki tutma sacı kırıldıysa ilgili münferit tutma sacı 2 vida kullanılarak dönmeye karşı emniyete alınmalıdır.
	3. Yanar halkanın arka tarafındaki koruyucu folyoyu çıkarınız.
	4. Kumanda düğmesini deliğe sokunuz ve arka tarafta somunu, ürünle birlikte verilen montaj yardımı ile sıkıca vidalayınız.
	5. Tüm kumanda düğmeleri ekteki daha kısa kablolarla bağlanmalıdır. Fiş yuvasına tam olarak oturmalıdır.
	Bilgi
	6. Daha uzun olan kabloyu, cihaz ile bağlantı oluşturmak için kumanda düğmelerinden birine takınız. Fiş yuvasına oturmalıdır.

	Bilgi
	7. Montajdan sonra tüm soket bağlantılarının yerine tam oturup oturmadığını kontrol ediniz.
	8. Tüm kabloları montajdan sonra tutma sacındaki kulakları bükerek sabitleyiniz.



	Cihazın monte edilmesi (Resim3a)
	1. Kumanda düğmesi bağlantı kablosu, cihazın alt tarafındaki yuvaya takılmalıdır. Fiş yerine oturmalıdır.
	2. Cihazı kesilen boşluğa simetrik biçimde yerleştiriniz. Yukarıdan sıkıca kesitin içine doğru bastırınız.
	Bilgi
	3. Cihazın elektrik bağlantısını kurun, gazın bağlantısını yapın ve fonksiyonu kontrol edin. Cihaz kapanırsa gaz hattında hava olması muhtemeldir. Kumanda düğmelerini 0 pozisyonuna çevirin ve tekrar ateşleme yapın. Cihaz ateşleme ...


	Sadece yüzeye temaslı montajda (Resim3b)
	Bilgi
	Dikkat!

	Gaz bağlantısı (Resim4)
	Elektrik bağlantısı
	Teknik veriler
	Başka bir gaz türüne geçiş (Resim5)
	Ana enjektörlerin değişimi (Resim6)
	1. Ocak ızgarası ve tüm brülör parçalarını çıkarınız.
	2. Brülör ağzındaki sabitleme somunlarını sökünüz ve ağzı dikkatlice yukarı çekerek çıkarınız.
	3. Brülör hatlarının emniyet klipslerini çıkartınız. Brülör hatlarını çıkarınız. Hava regülasyon kovanındaki cıvatayı gevşetiniz. Enjektör çubuğunu çıkarınız.
	4. İç halka brülör enjektörünü ve O ringini elle dışarı çekiniz. Dış halka brülörü enjektörünü çevirerek söküp çıkarınız (SW10).
	5. İç halka brülörüne ait yeni ana enjektörün O ringinin yerine tam oturup oturmadığını kontrol ediniz. Enjektörü brülör hattının üzerine itiniz. Dış halka brülörün yeni ana enjektörünü dayanak noktasına kadar enjektör çu...
	6. Enjektör çubuğunu ve brülör hatlarını takınız. Emniyet klipsini takınız.
	7. Hava regülasyon kovanını cıvatayı gevşettikten sonra doğru ölçüye ayarlayınız (bkz. enjektör tablosu). Cıvatayı yeniden sıkınız.
	8. Ağzı yerleştiriniz ve simetrik biçimde vidalayınız. Brülör parçalarının ve ocak ızgarasının doğru konumlandırılmasına dikkat ediniz.

	Gaz tü rü ayarı (Resim7)
	1. Kumanda düğmesini 0 konumuna getiriniz. Cihazı elektrik şebekesinden ayırınız. En az 30 saniye bekleyiniz.
	2. Cihazı yeniden bağlayınız. Kumanda düğmesinin yanar halkası birkaç saniye yeşil ve sonra sarı renkte yanar. Yanar halkanın sönmesini bekleyiniz.
	3. Kumanda düğmesini sola çevirerek 12 pozisyonuna getiriniz.
	4. Kumanda düğmesini sağa çevirerek 1 pozisyonuna getiriniz.
	5. Kumanda düğmesini sola çevirerek 0 pozisyonuna getiriniz. Yanar halkanın sarı renkte yanmasını bekleyiniz.
	6. Gaz türünü kumanda düğmesinden ayarlayınız, güncel olarak ayarlanmış olan pozisyon yeşil renkte yanar:

	2
	G20-20mbar / G25-25mbar
	3
	G30-29mbar / G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. Kumanda düğmesini istediğiniz ayarda en az 5 saniye tutunuz. Kumanda düğmesinin yanar halkası yeşil yanar.
	8. Ayarın kaydedilmesi için menüden mutlaka aşağıdaki biçimde çıkmalısınız: Kumanda düğmesini 0 pozisyonuna çeviriniz. Daha sonra kumanda düğmesini sola çevirerek 12 pozisyonuna getiriniz. Kumanda düğmesini sağa çevirerek 1 pozi...
	Bilgi


	Cihazın demontajı
	Dikkat!
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	VG 415 111/111F/211
	Olulised märkused
	: Vigastusoht!
	: Gaasi eraldumise oht!
	Paigaldusruumis tagage piisav õhuvahetus. Koguvõimsus kuni 11 kW:
	Koguvõimsus kuni 18 kW:
	Tähelepanu!

	Paigaldustarvikud
	Mööbli ettevalmistamine (joonis1a)
	Märkus
	Tasapinnaline paigaldus (joonis 1b)
	Märkus
	Kombinatsioon mitmest Vario-seadmest (joonis1c)
	Kombinatsioon seadme kattega (joonis1d)
	Ava juhtnupu jaoks
	Märkus

	Juhtnuppude paigaldamine (joonis2)
	Märkus
	1. Olenevalt juhtnuppude vahekaugusest tuleb hoideplekk vajaduse korral aukude kohalt ära murda. Asetage hoideplekk paneeli tagaküljele või tööpinna alumisele küljele või kinnitage tarnekomplekti kuuluvate kruvidega.
	2. Üheainsa juhtnupu paigaldamisel või juhul, kui hoideplekk on perforeeritud osa küljest ära murtud, tuleb iga hoideplekk kohaltnihkumise vältimiseks kinnitada 2 kruviga.
	3. Valgustusrõnga tagaküljel olev kaitsekile tõmmake maha.
	4. Torgake juhtnupp avasse ja kinnitage tagaküljel mutter tarnekomplekti kuuluvat paigaldusabi kasutades.
	5. Ühendage kõik juhtnupud tarnekomplekti kuuluvate lühemate juhtmetega. Pistikud peavad pesadesse kohale fikseeruma.
	Märkus
	6. Pikem juhe kinnitage seadmega ühendamiseks ühe juhtnupu külge. Pistik peab pesasse kohale fikseeruma.

	Märkus
	7. Pärast paigaldamist kontrollige üle kõik pistikühendused ja veenduge, et need on korralikult kinni.
	8. Kõik juhtmed tuleb pärast paigaldamist hoidepleki külge fikseerida, selleks tuleb lapats ümber pöörata.



	Seadme paigaldamine (joonis3a)
	1. Juhtnupu ühendusjuhtmed ühendage seadme alumisel küljel olevasse avasse.Pistik peab kohale fikseeruma.
	2. Asetage seade väljalõikesse. Suruge seade ülalt väljalõikesse tugevasti sisse.
	Märkus
	3. Ühendage seade elektri- ja gaasivõrguga ja kontrollige toimivust. Kui seade lülitub välja, võib gaasijuhtmes olla õhku. Keerake juhtnupp 0 peale ja süüdake uuesti. Korrake protsessi, kuni toimub süttimine.


	Vaid pinnaga ühetasa paigaldamisel (joonis3b)
	Märkus
	Tähelepanu!

	Gaasiühendus (joonis4)
	Ühendamine vooluvõrku
	Tehnilised andmed
	Ümberseadistamine teist liiki gaasile (joonis5)
	Põhidüüside vahetamine (joonis6)
	1. Eemaldage alusrest ja kõik põleti osad.
	2. Keerake põleti küljest lahti pliidiplaadi kinnitusmutrid, kergitage pliidiplaati ettevaatlikult ja eemaldage see.
	3. Eemaldage põleti torudelt kinnitusklambrid. Tõmmake põleti torud maha. Keerake lahti õhureguleerimishülsi kruvi. Võtke maha düüsi korpus.
	4. Tõmmake düüs ja sisemise ringi põleti O-rõngas käega maha. Kruvige välja välimise ringi põleti düüs (ava laius 10).
	5. Kontrollige, kas O-rõngas kinnitub sisemise ringi põleti uude põhidüüsi korrektselt. Lükake düüs põleti toru peale. Kruvige välimise ringi põleti uus põhidüüs lõpuni düüsi korpusesse.
	6. Pange peale düüsi korpus ja põletite torud. Kinnitage külge kinnitusklambrid.
	7. Seadke õhureguleerimishülss pärast kruvi lõdvendamist õigesse mõõtu (vt düüside tabel). Keerake kruvi uuesti kinni.
	8. Asetage pliidiplaat peale ja kruvige kinni. Asetage põleti osad ja alusrest kohale ning veenduge, et need on korrektses asendis.

	Gaasi liigi seadistamine (joonis7)
	1. Keerake juhtnupp 0 peale. Lahutage seade vooluvõrgust. Oodake vähemalt 30 sekundit.
	2. Ühendage seade uuesti vooluvõrku. Juhtnupu valgusrõngas süttib mõneks sekundiks roheline tuli ja seejärel kollane tuli. Oodake, kuni valgusrõngas kustub.
	3. Keerake juhtnupp vasakule asendisse 12.
	4. Keerake juhtnupp paremale asendisse 1.
	5. Keerake juhtnupp vasakule asendisse 0. Oodake, kuni valgusrõngas süttib kollane tuli.
	6. Reguleerige gaasi liik juhtnupust välja, väljareguleeritud valik põleb rohelise tulega.


	2
	G20-20mbar / G25-25mbar
	3
	G30-29mbar / G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. Jätke juhtnupp soovitud asendisse vähemalt 5 sekundiks. Juhtnupu valgusrõngas süttib roheline tuli.
	8. Seadistuse salvestamiseks on nõutav, et väljute menüüst järgmiselt: Keerake juhtnupp 0 peale. Seejärel keerake juhtnupp vasakule asendisse 12. Keerake juhtnupp paremale asendisse 1. Keerake juhtnupp vasakule asendisse 0. Oodake, kuni valgusr...
	Märkus
	Seadme mahavõtmine
	Tähelepanu!

	Catatan penting
	: Risiko cedera!
	: Bahaya kebocoran gas!
	Pastikan pertukaran udara ruangan tempat peralatan dipasang cukup. Output total hingga 11 kW:
	Output total hingga 18 kW:
	Perhatian!

	Pemasang aksesori
	Mempersiapkan unit (Gambar1a)
	Petunjuk
	Pemasangan rata dengan permukaan sekitar (Gambar 1b)
	Petunjuk
	Menggabungkan beberapa peralatan Vario (Gambar1c)
	Kombinasi dengan penutup peralatan (Gambar1d)
	Lubang untuk kenop kontrol
	Petunjuk

	Memasang kenop kontrol (Gambar2)
	Petunjuk
	1. Tergantung dari jarak antara kenop kontrol, mungkin pelat penahan pada perforasi harus dilepas. Tahan pelat penahan pada tempatnya di bagian belakang panel kontrol/di bagian bawah tempat kerja atau pasang dengan sekrup yang disediakan.
	2. Saat memasang kenop kontrol individu atau jika pelat penahan rusak pada perforasi, gunakan dua sekrup untuk menahan tiap pelat penahan pada tempatnya dan mencegahnya berputar.
	3. Lepas film pelindung di bagian belakang dari cincin berpendar.
	4. Dorong kenop kontrol ke dalam lubang, dan gunakan alat pemasangan yang disediakan untuk mengencangkan baut di bagian belakang.
	5. Gunakan kabel pendek yang disediakan untuk menyambungkan semua kenop kontrol. Konektor laki-laki harus benar-benar terpasang pada tempatnya di konektor perempuan.
	Petunjuk
	6. Pasang kabel panjang ke salah satu kenop kontrol utuk menyambungkannya ke peralatan. Konektor laki-laki harus benar-benar terpasang pada tempatnya di konektor perempuan.

	Petunjuk
	7. Setelah dipasang, periksa bahwa semua koneksi colokkan diletakkan dengan benar.
	8. Setelah memasang semua kabel, amankan kabel ke pelat penahan dengan memutar tab ke bawah.



	Memasang peralatan (Gambar3a)
	1. Masukkan ujung dari kabel penyambung untuk kenop kontrol ke konektor perempuan pada bagian bawah peralatan.Konektor laki-laki harus benar-benar terpasang pada tempatnya.
	2. Masukkan peralatan dengan rata ke pemisah. Dorong ke bawah dengan kuat ke dalam pemisah.
	Petunjuk
	3. Sambungkan peralatan ke pasokan daya dan gas dan tes bahwa alat berfungsi dengan benar. Jika peralatan mati, mungkin terdapat kantung udara di saluran pasokan gas. Matikan kenop kontrol dan nyalakan lagi. Ulangi hingga pembakar menyala.


	Hanya untuk pemasangan rata dengan permukaan sekitar (Gambar3b)
	Petunjuk
	Perhatian!

	Koneksi gas (Gambar4)
	Sambungan listrik
	Data teknis
	Konversi ke jenis gas lain (Gambar5)
	Mengubah nozel pembakaran penuh (Gambar6)
	1. Melepas dukungan panci dan semua bagian pembakar.
	2. Lepas sekrup pengencang dan lepas bagian atas kompor dengan hati-hati.
	3. Lepas pengunci pengaman pada pipa pembakar. Lepas pipa pembakar. Kendurkan sekrup pada tabung pengatur udara. Lepas pemasang nozel.
	4. Lepas nozel dan cincin O untuk pembakar bundar dalam dengan tangan. Lepas sekrup nozel untuk pembakar bundar luar (SW10).
	5. Periksa apakah cincin O diletakkan dengan benar di nozel pembakar penuh baru untuk pembakar bundar dalam. Dorong nozel ke pipa pembakar. Pasang sekrup untuk nozel utama baru untuk pembakar bundar luar hingga ke pemasang nozel.
	6. Pasang pemasang nozel dan pipa pembakar. Pasang pengunci pengaman.
	7. Atur tabung pengatur udara untuk memperbaiki dimensi setelah mengendurkan sekrup (lihat tabel nozel). Kencangkan sekrup lagi.
	8. Letakkan bagian atas kompor pada tempatnya dan kencangkan sekrupnya. Pasang bagian pembakar dan dukungan panci pada tempatnya, letakkan dengan benar.

	Mengatur jenis gas (Gambar7)
	1. Putar kenop kontrol ke 0. Putuskan sambungan peralatan ini dari pasokan listrik. Tunggu setidaknya 30 detik.
	2. Sambungkan kembali peralatan.Cincin berpendar di sekitar kenop kontrol akan menyala hijau selama beberapa detik dan berubah menjadi kuning. Tunggu hingga cincin berpendar mati.
	3. Putar kenop kontrol berlawanan arah jarum jam ke posisi 12.
	4. Putar kenop kontrol berlawanan arah jarum jam ke posisi 1.
	5. Putar kenop kontrol berlawanan arah jarum jam ke posisi 0. Tunggu hingga cincin berpendar menyala kuning.
	6. Putar kenop kontrol untuk mengatur jenis gas; posisi yang saat ini diatur akan menyala hijau:
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	G20-20mbar / G25-25mbar
	3
	G30-29mbar / G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. Biarkan kenop kontrol pada pengaturan yang diperlukan untuk setidaknya 5 detik. Cincin berpendar di sekitar kenop kontrol akan menyala hijau.
	8. Untuk menyimpan pengaturan, selalu keluar dari menu seperti berikut: Putar kenop kontrol ke 0. Lalu putar kenop kontrol berlawanan arah jarum jam ke posisi 12. Putar kenop kontrol searah jarum jam ke posisi 1. Putar kenop kontrol berlawanan arah j...
	Petunjuk
	Melepaskan peralatan
	Perhatian!
	ù Орнату туралы нұсқаулар


	Негізгі ескертулер
	: Жарақат алу қаупі!
	: Газ шығысы қауіпі!
	Орнатылу бөлмесінде жетерлік ауа алмасуын қамтамасыз етіңіз. 11 кВт жалпы қуат үшін:
	18 кВт жалпы қуат үшін:
	Назар аударыңыз!


	Орнату жабдықтары
	Жиһаз дайындау (сурет1a)
	Нұсқау
	Бетке тең орнату(сурет 1b)
	Нұсқау

	Бірнеше Vario құрылғыларының комбинациясы (сурет1c)
	Құрылғы қаптамасымен комбинация (сурет1d)
	Реттеу тетігінің тесігі
	Нұсқау


	Реттеу тетігін орнату (сурет2)
	Нұсқау
	1. Реттеу тетіктерінің аралығына байланысты ұстау табасын тесіктерде сындырыңыз. Ұстау тақтасын табаның арқа жағында немесе жұмыс тақт...
	2. Реттеу тетігін орнатуда немесе ұстау тақтасы тесікте сынған болса әр бөлек ұстау тақтасы 2 бұрандамен бұралудан сақтаңыз.
	3. Қорғағыш пленканы жарық шеңбердің арқа жағынан шешіңіз.
	4. Реттеу тетігін тесікке салып арқа жағында сомынды жинақтағы монтаждау құралымен бұрап бекітіңіз.
	5. Барлық реттеу тетіктерін жинақтағы кабельдермен байланыстырыңыз. Ашалар төлкелерде тіреліп кіруі керек.
	Нұсқау
	6. Ұзақ кабельді байланыстыру үшін құрылғымен реттеу тетіктерінің біріне салыңыз. Ашаны төлкеге салыңыз.

	Нұсқау
	7. Барлық штекерлі жалғағыштарды орнатуда соң дұрыс орналасқанын тексеріңіз.
	8. Барлық кабельдерді орнатудан соң ұстау табасындағы тілін қайырып бекітіңіз.



	Құрылғыны орнату (сурет3a)
	1. Байланыстыру кабелін реттеу тетігі үшін құрылғының астында тұрған төлкеге салыңыз. Айыр тірелуі қажет.
	2. Құрылғыны бір қалыпта кесікке қойыңыз. Жоғарысынан кесікке қатты басыңыз.
	Нұсқау
	3. Құрылғыны желіге және газға қосып істеуін тексеріңіз. Егер құрылғы өшсе ауа газ құбырында болуы мүмкін. Реттеу тетігін 0 күйіне бұрап қ...


	Тек жүздермен тегіс орнатуда (сурет3b)
	Нұсқау
	Назар аударыңыз!


	Құрылғыны орнату (сурет4)
	Электр желісіне қосу
	Техникалық деректер
	Басқа газ түріне өткізу (сурет5)
	Бас соплоларды алмастыру (сурет6)
	1. Шілдер мен барлық жанарғы бөлшектерін шешу.
	2. Панельдің бекіткіш бұрандамаларын жанарғыда босатып панельді абайлап жоғарыға шешіңіз.
	3. Бекіткіш қысқыштарды жанарғы құбырларында шешіңіз. Жанарғы құбырларын шешіңіз. Ауа реттеу гильзасында бұраманы босатыңыз. Соплолар т...
	4. Сопло мен тығыздауыш шеңберді ішкі шеңбер жанарғысында қолмен шешіңіз. Сыртқы шеңбер жанарғы үшін соплоны бұрап шығарыңыз (SW10).
	5. Тығыздауыш шеңбер ішкі шеңбер жанарғысы жаңа бас соплосында дұрыс тұруына көз жеткізіңіз. Соплоны жанарғы құбырына салыңыз. Сыртқы ше...
	6. Соплолар таяғы мен жанарғы құбырларын салыңыз. Бекіткіш қысқыштарды салыңыз.
	7. Ауа реттеу гильзасын бұраманы босатып дұрыс өлшемге реттеңіз (соплолар кестесін қараңыз). Бұраманы қайта бұрап бекітіңіз.
	8. Панельді қойып бір қалыпты бұрап бекітіңіз. Жанарғы бөлшектері мен қазан тірегішін салыңыз, дұрыс орналасуына көз жеткізіңіз.

	Газ түрін реттеу (сурет7)
	1. Реттеу тетіктерін 0 күйіне бұраңыз. Құрылғыны тоқ желісінен ажыратыңыз. Кемінде 30 секунд күтіңіз.
	2. Құрылғыны қайта қосыңыз. Реттеу тетігінің жарық шеңбері бірнеше секунд жасыл түсте сосын сары түсте жанады. Жарық шеңбері өшкенше күт...
	3. Реттеу тетігін солға 12 күйіне бұраңыз.
	4. Реттеу тетігін 1 күйіне бұраңыз.
	5. Реттеу тетігін солға 0 күйіне бұраңыз. Жарық шеңбері сары түсте жанғанша күтіңіз.
	6. Газ түрін реттеу тетігінде реттеп қазір реттелген күй жасыл түсте жанады:



	2
	G20-20мбар / G25-25мбар
	3
	G30-29мбар / G31-37мбар
	4
	G30-50мбар
	6
	G25-20мбар
	7. Реттеу тетігін керекті күйде кемінде 5 секундке қалдырыңыз. Реттеу тетігінің жарық шеңбері жасыл түсте жанады.
	8. Параметрді сақтау үшін мәзірден төмендегідей шығыңыз: Реттеу тетігін 0-ге бұраңыз. Сонда реттеу тетігін солға 12 күйіне бұраңыз. Реттеу ...
	Нұсқау
	Құрылғыны шешіңіз
	Назар аударыңыз!

	Svarbios nuorodos
	: Pavojus susižeisti!
	: Pavojus, kad gali pasklisti dujos!
	Pasirūpinkite tinkama oro apykaita statymo patalpoje. Bendra galia iki 11 kW:
	Bendra galia iki 18 kW:
	Dėmesio!

	Įrengiant naudojami priedai
	Baldų paruošimas (1a pav.)
	Pastaba
	Montavimas priglaudžiant prie paviršiaus ( 1b pav.)
	Pastaba
	Kelių „Vario“ serijos prietaisų derinimas (1c pav.)
	Prietaiso dangčio naudojimas (1d pav.)
	Valdymo rankenėlei skirta skylė
	Pastaba

	Valdymo rankenėlės montavimas (2 pav.)
	Pastaba
	1. Atsižvelgdami į atstumą tarp valdymo rankenėlių, prireikus subadytoje vietoje išlaužkite tvirtinimo skardą. Tvirtinimo skardą laikykite skydelio antroje pusėje ir stalviršio apačioje arba pritvirtinkite pridėtais varžtais.
	2. Montuojant atskirą valdymo rankenėlę arba, jei tvirtinimo skarda buvo nulaužta ties subadyta vieta, kiekvieną atskirą tvirtinimo skardą prisukite 2 varžtais, kad skarda nepasisuktų.
	3. Nuimkite šviečiančio žiedo antroje pusėje esančią apsauginę plėvelę.
	4. Įstatykite valdymo rankenėlę į angą ir pagalbine montavimo priemone prisukite antroje pusėje esančią veržlę.
	5. Visas valdymo rankenėles prijunkite pridėtais trumpesniais laidais. Kištukai turi užsifiksuoti lizduose.
	Pastaba
	6. Ilgesnį laidą, skirtą prijungti prie prietaiso, prijunkite prie vienos iš valdymo rankenėlių. Kištukas turi užsifiksuoti lizde.

	Pastaba
	7. Baigę montuoti patikrinkite, ar įstatomosios jungtys yra tinkamoje padėtyje.
	8. Prijungę visus laidus, juos prie tvirtinimo skardos pritvirtinkite užlenkdami plokšteles.



	Prietaiso įmontavimas (3a pav.)
	1. Prijungimo prie valdymo rankenėlės sujungimo laidą prijunkite prie prietaiso apačioje esančio lizdo. Kištukas turi užsifiksuoti.
	2. Prietaisą tolygiai įstatykite į išpjautą angą. Iš viršaus stipriai įspauskite į angą.
	Pastaba
	3. Prijunkite prietaisą prie elektros tinklo ir prie dujų tiekimo įrangos, paskui patikrinkite, ar jis veikia. Jei prietaisas išsijungia, dujų tiekimo vamzdyje gali būti oro. Valdymo rankenėlę pasukite į 0 padėtį ir pabandykite uždegti i...


	Montavimas priglaudžiant prie paviršiaus (3b pav.)
	Pastaba
	Dėmesio!

	Dujų jungtis (4 pav.)
	Elektros jungtis
	Techniniai duomenys
	Pertvarkymas kitai dujų rūšiai (5 pav.)
	Pagrindinių degiklių keitimas (6 pav.)
	1. Nuimkite puodų laikiklį ir visas degiklio dalis.
	2. Atlaisvinkite į degiklį įsuktus tvirtinimo varžtus ir atsargiai ištraukite laikiklį.
	3. Nuo degiklio vamzdelių nuimkite fiksuojamąją apkabą. Ištraukite degiklio vamzdelius. Atsukite oro tiekimo reguliavimo įvorės varžtą. Ištraukite antgalio laikiklį.
	4. Ranka ištraukite vidinės grandinės degiklio antgalį ir žiedinį tarpiklį. Atsukite išorinės grandinės degiklio antgalį (SW10).
	5. Patikrinkite, ar žiedinis tarpiklis tinkamai įstatytas į vidinės grandinės degiklio naująjį pagrindinį antgalį. Įdėkite antgalį į degiklio vamzdį. Įsukite išorinės grandinės degiklio naująjį pagrindinį antgalį į antgalio lai...
	6. Užmaukite antgalį ir degiklio vamzdelius. Uždėkite fiksuojamąją apkabą.
	7. Atsukite varžtą ir tinkamai nustatykite oro tiekimo reguliavimo įvorę (žr. antgalių lentelę). Vėl prisukite varžtą.
	8. Uždėkite laikiklį ir tolygiai prisukite varžtais. Uždėkite degiklio dalis ir puodų laikiklį, patikrinkite, ar visos dalys yra tinkamose padėtyse.

	Dujų rūšies nustatymas (7 pav.)
	1. Pasukite valdymo rankenėlę ties 0. Išjunkite prietaisą iš elektros tinklo. Palaukite bent 30 sekundžių.
	2. Iš naujo prijunkite prietaisą. Valdymo rankenėlės šviečiantis žiedas kelias sekundes šviečia žaliai, o paskui pradeda šviesti geltonai. Palaukite, kol šviečiantis žiedas užges.
	3. Sukite valdymo rankenėlę kairėn iki 12 padėties.
	4. Sukite valdymo rankenėlę dešinėn iki 1 padėties.
	5. Sukite valdymo rankenėlę kairėn iki 0 padėties. Palaukite, kol šviečiantis žiedas pradės šviesti geltonai.
	6. Dujų rūšį nustatykite valdymo rankenėle, šiuo metu nustatyta padėtis šviečia žaliai:



	2
	G20-20mbar / G25-25mbar
	3
	G30-29mbar / G31-37mbar
	4
	G30-50mbar
	6
	G25-20mbar
	7. Valdymo rankenėlę ties norimu nustatymu palikite bent 5 sekundes. Valdymo rankenėlės šviečiantis žiedas šviečia žaliai.
	8. Norėdami išsaugoti nustatymą, meniu būtinai išjunkite, kaip nurodyta toliau: valdymo rankenėlę pasukite ties 0. Paskui sukite valdymo rankenėlę kairėn iki 12 padėties. Sukite valdymo rankenėlę dešinėn iki 1 padėties. Sukite valdymo...
	Pastaba
	Prietaiso išmontavimas
	Dėmesio!

	Svarīgi norādījumi
	: Savainojumu risks!
	: Gāzes noplūdes risks!
	Raugieties, lai telpa tiktu vēdināta. Kopējā jauda līdz 11 kW:
	Kopējā jauda līdz 18 kW:
	Uzmanību!

	Uzstādīšanas piederumi
	Mēbeļu sagatavošana – (1.a attēls)
	Norādījums
	Iebūve virsmā ( 1.b attēls)
	Norādījums
	Vairāku „Vario” ierīču kombinācija (1.c attēls)
	Kombinācijā ar ierīces pārsegu (1.d attēls)
	Vadības slēdzim paredzētais urbums
	Norādījums

	Vadības slēdža montāža (2 attēls)
	Norādījums
	1. Atkarībā no attāluma starp vadības slēdžiem, iespējams, jānolauž kronšteina malas perforētajās vietās. Turiet kronšteinu pie aizsarga aizmugures vai darba virsmas malas apakšdaļas vai piestipriniet to ar komplektā iekļautajām sk...
	2. Kad iebūvējat atsevišķu vadības slēdzi vai kad kronšteins ir nolauzts perforētajā vietā, nodrošiniet katru kronšteinu pret izkustēšanos ar 2 skrūvēm.
	3. Noņemiet aizsargplēvi no gaismas gredzena aizmugures.
	4. Ievietojiet vadības slēdzi urbumā un pievelciet uzgriezni tā aizmugurē, izmantojot komplektācijā iekļautos uzstādīšanas rīkus.
	5. Savienojiet visus vadības slēdžus, izmantojot komplektācijā iekļautos īsos kabeļus. Spraudņi jānofiksē ligzdās.
	Norādījums
	6. Garo kabeli, kas paredzēts savienošanai ar ierīci, iespraudiet kādā no vadības slēdžiem. Spraudnis jānofiksē ligzdā.

	Norādījums
	7. Pēc uzstādīšanas pārbaudiet, vai visi spraudsavienojumi ir pareizi savienoti.
	8. Pēc uzstādīšanas piestipriniet visus kabeļus pie kronšteina, noliecot uzliktni.



	Ierīces iebūve (3a attēls)
	1. Iespraudiet vadības slēdža savienojuma kabeli ligzdā ierīces apakšā. Spraudnim ir jānofiksējas.
	2. Ielieciet ierīci taisni izgriezumā. Stingri iespiediet to no augšas izgriezumā.
	Norādījums
	3. Pievienojiet ierīci pie gāzes pievades un pārbaudiet tās darbību. Ja ierīce izslēdzas, iespējams, gāzes caurulē ir gaiss. Pagrieziet vadības slēdzi pozīcijā 0 un iededziet vēlreiz. Atkārtojiet darbību, līdz notiek iedegšanās.


	Tikai iegremdējot virsmā (3b attēls)
	Norādījums
	Uzmanību!

	Gāzes pieslēgums (4 attēls)
	Elektropieslēgums
	Tehniskie dati
	Cita gāzes veida iestatīšana (5 attēls)
	Galveno sprauslu maiņa (6 attēls)
	1. Noņemiet režģi un visas degļa daļas.
	2. Atskrūvējiet degļa paneļa stiprinājuma skrūves, uzmanīgi paceliet paneli uz augšu un noņemiet to.
	3. Noņemiet degļa cauruļu drošības skavas. Noņemiet degļa caurules. Izskrūvējiet gaisa regulācijas uzmavas skrūvi. Noņemiet sprauslas turētāju.
	4. Ar roku noņemiet sprauslu un iekšējā degļa blīvgredzenu. Izskrūvējiet ārējā degļa sprauslu (SW10).
	5. Pārbaudiet, vai blīvgredzens ir pareizi ielikts jaunajā iekšējā degļa galvenajā sprauslā. Uzspiediet sprauslu uz degļa caurules. Jauno ārējā degļa galveno sprauslu ieskrūvējiet sprauslas turētājā līdz atdurei.
	6. Uzlieciet sprauslas turētāju un degļa caurules. Uzlieciet drošības skavas.
	7. Kad skrūve atskrūvēta, pareizi noregulējiet gaisa regulācijas uzmavu (skatiet sprauslu tabulu). Ieskrūvējiet skrūvi.
	8. Uzlieciet degļa paneli un vienmērīgi pieskrūvējiet to. Uzlieciet pareizā pozīcijā degļa daļas un režģi.

	Gāzes veida iestatīšana (7 attēls)
	1. Pagrieziet vadības slēdzi 0 pozīcijā. Atvienojiet ierīci no elektrotīkla. Pagaidiet vismaz 30 sekundes.
	2. No jauna pieslēdziet ierīci pie elektrotīkla. Vadības slēdža gaismas gredzens dažas sekundes deg zaļā krāsā, pēc tam — dzeltenā krāsā. Pagaidiet, līdz gaismas gredzens nodziest.
	3. Pagrieziet vadības slēdzi pa kreisi 12. pozīcijā.
	4. Pagrieziet vadības slēdzi pa labi 1. pozīcijā.
	5. Pagrieziet vadības slēdzi pa kreisi 0 pozīcijā. Pagaidiet, līdz gaismas gredzens sāk degt dzeltenā krāsā.
	6. Iestatiet gāzes veidu ar vadības slēdzi; pašlaik iestatītā pozīcija iedegas zaļā krāsā.



	2
	G20–20 mbar/G25–25 mbar
	3
	G30–29 mbar/G31–37 mbar
	4
	G30–50 mbar
	6
	G25–20 mbar
	7. Atstājiet vadības slēdzi vajadzīgajā pozīcijā vismaz 5 sekundes. Vadības slēdža gaismas gredzens iedegas zaļā krāsā.
	8. Lai saglabātu iestatījumu, izvēlne obligāti jāaizver tālāk aprakstītajā veidā. Pagrieziet vadības slēdzi 0 pozīcijā. Pēc tam pagrieziet vadības slēdzi pa kreisi 12. pozīcijā. Pagrieziet vadības slēdzi pa labi 1. pozīcijā. Pa...
	Norādījums
	Ierīces demontāža
	Uzmanību!

	Dôležité upozornenia
	: Nebezpečenstvo poranenia!
	: Nebezpečenstvo unikania plynu!
	Postarajte sa o dostatočnú výmenu vzduchu v miestnosti inštalácie. Do celkového výkonu 11 kW:
	Do celkového výkonu 18 kW:
	Pozor!

	Príslušenstvo na inštaláciu
	Príprava nábytku (obrázok1a)
	Upozornenie
	Zabudovanie v rovine (obrázok 1b)
	Upozornenie
	Kombinácia viacerých spotrebičov Vario (obrázok1c)
	Kombinácia s krytom spotrebiča (obrázok1d)
	Otvor pre ovládací gombík
	Upozornenie

	Montáž ovládacieho gombíka (obrázok2)
	Upozornenie
	1. Podľa vzdialenosti medzi ovládacími gombíkmi v prípade potreby zalomte pridržiavací plech na perforácii. Podržte pridržiavací plech na zadnej strane krytu, príp. na dolnej strane pracovnej dosky alebo ho upevnite priloženými skrutkami.
	2. Pri montáži jednotlivého ovládacieho gombíka alebo keď bol pridržiavací plech na perforácii zlomený, zaistite každý pridržiavací plech zvlášť 2 skrutkami proti pretočeniu.
	3. Ochrannú fóliu na zadnej strane svetelného prstenca stiahnite.
	4. Ovládací gombík vsuňte do otvoru a na zadnej strane priskrutkujte maticu priloženou montážnou pomôckou.
	5. Všetky ovládacie gombíky spojte priloženými kratšími káblami. Konektory musia zaskočiť do puzdier.
	Upozornenie
	6. Dlhší kábel na spojenie so spotrebičom vsuňte do jedného z ovládacích gombíkov. Konektor musí zaskočiť do puzdra.

	Upozornenie
	7. Po montáži skontrolujte všetky konektory, či sú správne umiestnené.
	8. Všetky káble po montáži zafixujte zahnutím príložky na pridržiavacom plechu.



	Montáž spotrebiča (obrázok3a)
	1. Spájací kábel k ovládaciemu gombíku vsuňte do puzdra na dolnej strane spotrebiča. Konektor musí zapadnúť.
	2. Spotrebič vložte rovnomerne do výrezu. Zhora ho silno vtlačte do výrezu.
	Upozornenie
	3. Pripojte spotrebič k sieti a plynu a skontrolujte funkciu. Ak sa spotrebič vypne, vzduch sa nachádza v plynovom vedení. Otočte ovládací gombík do polohy na 0 a znova zapáľte. Postup zopakujte, kým sa spotrebič nezapáli.


	Len pri zabudovaní v rovine (obrázok3b)
	Upozornenie
	Pozor!

	Plynová prípojka (obrázok4)
	Elektrické pripojenie
	Technické údaje
	Prestavenie na iný druh plynu (obrázok5)
	Výmena hlavných dýz (obrázok6)
	1. Odoberte rám na položenie hrncov a všetky časti horákov.
	2. Upevňovacie skrutky varného panela na horáku povoľte a panel opatrne vyberte nahor.
	3. Odoberte poistné spony na vedeniach horákov. Vedenia horákov stiahnite. Skrutku na regulačnej objímke vzduchu povoľte. Odoberte držiak dýzy.
	4. Dýzu a O-krúžok pre vnútorný okruh horáka vytiahnite rukou. Dýzu pre vonkajší okruh horáka vyskrutkujte (veľ. kľúča 10).
	5. Skontrolujte, či je O-krúžok správne umiestnený v novej hlavnej dýze pre vnútorný okruh horáka. Dýzu nasuňte na vedenie horáka. Novú hlavnú dýzu pre vonkajší okruh horáka zaskrutkujte až na doraz do držiaka dýzy.
	6. Nasuňte držiak horáka a vedenia horáka. Nasuňte poistné spony.
	7. Regulačnú objímku vzduchu po povolení skrutky nastavte na správny rozmer (pozri tabuľku dýz). Skrutku znova utiahnite.
	8. Položte panel a rovnomerne priskrutkujte. Časti horákov a rám na položenie hrncov položte, pričom dbajte na ich správne umiestnenie.

	Nastavenie druhu plynu (obrázok7)
	1. Ovládací gombík otočte na 0. Odpojte spotrebič od elektrickej siete. Počkajte aspoň 30 sekúnd.
	2. Spotrebič znova pripojte. Svetelný krúžok ovládacieho gombíka svieti niekoľko sekúnd nazeleno a potom nažlto. Počkajte, kým svetelný krúžok zhasne.
	3. Otočte ovládací gombík doľava do polohy 12.
	4. Ovládací gombík otočte doprava do polohy 1.
	5. Otočte ovládací gombík doľava do polohy 0. Počkajte, kým sa svetelný krúžok rozsvieti nažlto.
	6. Nastavte ovládacím gombíkom druh plynu, momentálne nastavená poloha svieti nazeleno:



	2
	G20 – 20 mbar/G25 – 25 mbar
	3
	G30 – 29 mbar/G31 – 37 mbar
	4
	G30 – 50 mbar
	6
	G25 – 20 mbar
	7. Ovládací gombík ponechajte na požadovanom nastavení minimálne 5 sekúnd. Svetelný krúžok ovládacieho gombíka svieti nazeleno.
	8. Nastavenia uložíte opustením menu nasledovne: Ovládací gombík otočte na 0. Potom otočte ovládací gombík doľava do polohy 12. Ovládací gombík otočte doprava do polohy 1. Otočte ovládací gombík doľava do polohy 0. Počkajte, ký...
	Upozornenie
	Demontáž spotrebiča
	Pozor!

	Важливі зауваження
	: Heбeзпeкa пopaнeння!
	: Небезпека виходу газу!
	Слідкуйте за достатнім обміном повітря у приміщенні встановлення. Загальна потужність до 11 кВт:
	Загальна потужність до 18 кВт:
	Увага!


	Приладдя для встановлення
	Підготовка меблів (мал.1a)
	Вказівка
	Вбудовування врівень із поверхнею (мал. 1b)
	Вказівка

	Поєднання кількох приладів Vario (мал. 1c)
	Поєднання з кришкою приладу (мал.1d)
	Отвори для поворотного перемикача
	Вказівка


	Монтаж поворотних перемикачів (мал.2)
	Вказівка
	1. Залежно від відстані між поворотними перемикачами за потреби зламайте кріпильну пластину по перфорації. Тримайте кріпильну пластину ...
	2. Під час монтажу окремих поворотних перемикачів або якщо кріпильна пластина зламана по перфорації, закріпіть кожну окрему кріпильну п...
	3. Зніміть захисну плівку на зворотному боці світлового кільця.
	4. Вставте поворотний перемикач в отвір і закрутіть на зворотному боці гайку допоміжним засобом для монтажу, що додається.
	5. Всі поворотні перемикачі з’єднайте з короткими кабелями, що входять до комплекту. Штекери повинні зафіксуватися у гніздах.
	Вказівка
	6. Для підключення до приладу вставте довший кабель у кабель поворотного перемикача. Штекер повинен зафіксуватися у гнізді.

	Вказівка
	7. Перевірте правильність положення всіх штекерних з’єднань після монтажу.
	8. Після монтажу зафіксуйте всі кабелі на кріпильній пластині, зігнувши за язички.



	Вбудовування приладу (мал.3a)
	1. Вставте з’єднувальний кабель для поворотного перемикача у гніздо на нижньому боці приладу. Штекер повинен зафіксуватися.
	2. Повністю встановіть прилад у виріз. Сильно натисніть на виріз згори.
	Вказівка
	3. Приєднайте прилад до мережі та газу і перевірте роботу. Якщо прилад вимикається, у газопроводі може бути повітря. Оберніть поворотний ...


	Лише для вбудовування врівень із меблями (мал.3b)
	Вказівка
	Увага!


	Точка підключення газопровідної лінії (мал.4)
	Підключення до електромережі
	Технічні характеристики
	Перемикання на інший вид газу (мал.5)
	Заміна основного сопла (мал.6)
	1. Зніміть решітку для посуду та всі деталі пальника.
	2. Обережно викрутіть кріпильні гвинти мульди на пальнику і зніміть мульду вгору.
	3. Зніміть запобіжний затискач на лінії конфорки. Зніміть лінію конфорки. Викрутіть гвинти на гільзі регулювання повітря. Зніміть штуцер...
	4. Зніміть сопло та ущільнююче кільце для пальника внутрішнього контура вручну. Викрутіть сопло для пальника зовнішнього контура (SW10).
	5. Перевірити правильність положення ущільнюючого кільця в новому головному соплі для пальника внутрішнього контура. Пересуньте сопло ...
	6. З’єднайте штуцер сопла та лінію пальника. Прикріпіть запобіжний затискач.
	7. Налаштуйте гільзу регулювання повітря після ослаблення гвинта на правильний розмір (див. таблицю сопел). Знову закрутіть гвинт.
	8. Покладіть мульду і рівномірно прикрутіть. Встановіть деталі конфорки і решітки для посуду, слідкуйте за їх правильним положенням.

	Налаштування виду газу (мал.7)
	1. Оберніть поворотний перемикач на 0. Biд’єднaйте пpилaд вiд eлeктpoмepeжi. Зачекайте принаймні 30 секунд.
	2. Прилад знову підключається. Світлове кільце поворотного перемикача світиться кілька секунд зеленим, а потім жовтим. Зачекайте, поки с...
	3. Оберніть поворотний перемикач по колу ліворуч до положення 12.
	4. Оберніть поворотний перемикач по колу праворуч до положення 1.
	5. Оберніть поворотний перемикач по колу ліворуч до положення 0. Зачекайте, поки світлове кільце засвітиться жовтим.
	6. Налаштуйте вид газу на поворотному перемикачі; налаштоване на цей момент положення світиться зеленим:



	2
	G20-20мбар / G25-25мбар
	3
	G30-29мбар / G31-37мбар
	4
	G30-50мбар
	6
	G25-20мбар
	7. Залиште поворотний перемикач на потрібному налаштуванні принаймні на 5 секунд. Світлове кільце поворотного перемикача світиться зеле...
	8. Для збереження налаштувань обов'язково вийдіть з меню наступним чином: Оберніть поворотний перемикач до положення 0. Потім оберніть по...
	Вказівка
	Демонтаж приладу
	Увага!
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